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ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯで
３月17日に開催された第10回西条
市民元気ジャンプアップスポーツ
で体力測定をする子どもたち

ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯで
３月17日に開催された第10回西条
市民元気ジャンプアップスポーツ
で体力測定をする子どもたち

平成25年度　当初予算の概要平成25年度　当初予算の概要

消防観閲式表彰者紹介消防観閲式表彰者紹介
ベトナム・フエ市での防災教育支援etcベトナム・フエ市での防災教育支援etc

今月の報告：小松総合支所本館の改修工事が完了今月の報告：小松総合支所本館の改修工事が完了
栄典受章、市議会３月定例会人事案件７件に同意etc栄典受章、市議会３月定例会人事案件７件に同意etc

第13回西条市立て干し網開催第13回西条市立て干し網開催

スポーツ合宿：春季合宿に14チームが来西スポーツ合宿：春季合宿に14チームが来西
宝塚歌劇　宙組公演
まちづくり検討会参加者募集と市民意識調査を実施
宝塚歌劇　宙組公演
まちづくり検討会参加者募集と市民意識調査を実施



▼医療体制の充実
○医師確保奨学金貸付事業
　　　　　　　　　　　587万円
▼商工業の振興
○ものづくり中小企業競争力
　強化支援事業　　　　760万円
○企業立地促進奨励金
　　　　　　　　３億2,079万円
▼高齢者福祉の充実
○高齢者路線バス利用助成事業
　　　　　　　　　　　715万円

▼未来都市モデルの構築
○西条農業革新都市推進事業
　　　　　　　　　　　596万円
○西条教育革新都市推進事業
　 　　　　　　　　　　68万円
▼防災対策の推進
○小中学校校舎等耐震改修事業
　　　　　　　　１億4,335万円
○河川災害防止事業　2,000万円
○災害対応備品等整備事業
　　　　　　　　　　1,203万円
○防災通信システム構築事業
　　　　　　　　　　　470万円

病院事業会計 ５億８,５０１万円
水道事業会計
企 業 会 計 名 当 初 予 算 額

特 別 会 計 名 当 初 予 算 額

１３億５,８２１万円

壬生川財産区 ３１８万円
庄内財産区 ２９５万円
畑地かん水事業 ２,７６０万円

１７１万円
本谷温泉事業 １,３１２万円
小松地域交流事業 ２億６３６万円
土地開発事業 ２４３万円

１億８,１１９万円
港湾上屋事業 ５５８万円

公共下水道事業 ３２億４,３１８万円
小規模下水道事業 ６,８６５万円

簡易水道事業 １億３,６１７万円
介護保険 １００億８,３４６万円
国民健康保険 １３４億８,８０８万円

後期高齢者医療保険 １３億３,８０３万円

一般会計　　４１１億４,０００万円　前年度比 8.4％増

予算総額　　７１８億８,４９１万円　前年度比 5.7％増

特別会計　　２８８億 １６９万円　前年度比 3.7％増

企業会計　　　１９億４,３２２万円　前年度比15.5％減

特別会計
の内訳

企業会計
の内訳

土木費　8.5％ 　　　
３４億９,９６５万円

衛生費　7.4％ 　　　
３０億３,１０２万円

教育費　8.8％ 　　　
３６億６９６万円

総務費　15.9％　　　
６５億６,０１２万円

市税　37.1％　　　　
１５２億７,４６０万円

民生費　36.5％　　　
１５０億３５２万円

公債費　11.5％　　　
４７億５,０５３万円

地方交付税　20.4％　
８４億８３８万円

繰入金　4.5％　　　
１８億４,９１９万円

消防費　3.1％　　　
１２億８,５３８万円

諸収入　2.8％　　　
１１億３,１４６万円

国庫支出金　11.5％　
４７億４,３１９万円

県支出金　6.6％ 　　
２７億２,２９１万円

市債　10.1％　　　　
４１億５,０９０万円

その他　0.6％　　　
２億２,０６３万円

自動車取得税交付金　0.2％
８,１００万円

地方譲与税　0.9％　
３億７,９００万円

使用料・手数料　1.3％
５億３,３１４万円

地方消費税交付金　2.3％
９億６,３００万円

分担金・負担金　1.7％
６億８,２６０万円

その他　1.5％　　　
６億３,４２３万円

議会費　0.9％　　　
３億５,６２９万円

商工費　2.9％　　　
１１億９,５８７万円

農林水産業費　3.0％
１２億１,６４３万円

一般会計の主な事業

0％0％

50％50％

100％100％

ひうち地域振興整備事業

住宅新築資金等貸付事業
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▼子育て環境の充実
○市立保育所等支援員配置事業
　　　　　　　　１億8,921万円
○放課後児童健全育成事業
　　　　　　　　１億2,071万円
○放課後子ども教室推進事業
　　　　　　　　　　　335万円
▼保健・医療の充実
○女性特有のがん検診推進事業
　　　　　　　　　　1,688万円
▼新エネルギーの活用促進
○住宅用太陽光発電システム
　導入促進事業　　　7,731万円

▼農業の振興
○団体営基盤整備促進事業
（神戸西部地区）
　　　　　　　　２億8,875万円
▼歴史文化の保全・活用
○永納山城跡用地公有化事業
　　　　　　　　　　8,419万円
○永納山城跡調査成果
　公開活用事業　　　　316万円
○十河信二先生人物伝製作事業
　　　　　　　　　　　478万円

▼都市基盤の整備
○（第２期中央地区）
　まちづくり基盤整備事業
　　　　　　　　１億3,670万円
○船屋王至森寺線道路改良事業
　　　　　　　　　　9,633万円
○小松総合支所周辺整備事業
　　　　　　　　　　6,488万円
▼庁舎整備
○新館整備事業　18億1,767万円
○小松総合支所改修整備事業
　　　　　　　　　　6,026万円

▼国際交流
○フエ市防災教育支援事業
　　　　　　　　　　　799万円
○フエ・フェスティバル
　出展事業　　　　　　297万円
▼その他
○宝塚歌劇公演事業
　　　　　　　　　　1,429万円
○「千の風になったあなたへ
　　贈る手紙」募集事業
　　　　　　　　　　　461万円

国指定文化財永納山城跡 ＪＲ西条駅南広場完成予想図 耐震改修した小松小学校 長寿を祝う敬老会フエ市防災教育 健康ふれ愛フェスティバル
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▼庁舎整備
○新館整備事業　18億1,767万円
○小松総合支所改修整備事業
　　　　　　　　　　6,026万円

▼国際交流
○フエ市防災教育支援事業
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○フエ・フェスティバル
　出展事業　　　　　　297万円
▼その他
○宝塚歌劇公演事業
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３
月
定
例
会
最
終
日
の
３
月

27
日
に
人
事
案
件
７
件
が
同
意

さ
れ
ま
し
た
。

副
市
長

　

真
鍋
和
年
氏
を
副
市
長
に
任

命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
、
３

月
27
日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。

○
真
鍋
和
年
氏
（
神
拝
甲
）

　

略
歴

　

昭
和
51
年
５
月
に
西
条
市
役

所
入
職
後
、
庶
務
課
長
、
企
画

調
整
課
長
、
企
画
産
業
部
長
、

合
併
後
は
企
画
経
済
部
長
を
歴

任
し
、
平
成
20
年
３
月
退
職
。

65
歳

監
査
委
員

　

阿
蘇
浩
造
氏
、
黒
河
紘
一
郎

議
員
を
監
査
委
員
に
任
命
す
る

こ
と
が
同
意
さ
れ
、
３
月
27
日

付
で
就
任
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
任
期
満
了
と
な
る
徳

増
達
史
氏
を
再
任
し
ま
し
た
。

○
阿
蘇
浩
造
氏
（
西
田
甲
）

　

略
歴

　

昭
和
49
年
５
月
に
西
条
市
役

所
入
職
後
、
高
齢
福
祉
課
長
、

市
民
相
談
課
長
、
合
併
後
は
教

育
委
員
会
管
理
部
副
部
長
、
東

予
総
合
支
所
長
な
ど
を
歴
任
し
、

平
成
24
年
３
月
退
職
。
61
歳

○
徳
増
達
史
氏
（
神
拝
甲
）

　

略
歴

　

昭
和
59
年
２
月
に
公
認
会
計

士
に
登
録
さ
れ
、
現
在
は
株
式

会
社
徳
増
会
計
セ
ン
タ
ー
代
表

取
締
役
。
60
歳

○
黒
河
紘
一
郎
氏
（
壬
生
川
）

　　

略
歴

　

平
成
８
年
か
ら
市
議
会
議
員
。

68
歳

教
育
委
員
会
委
員

　

菊
池
篤
志
氏
、
田
邊
重
義
氏

を
教
育
委
員
会
委
員
に
任
命
す

る
こ
と
が
同
意
さ
れ
、
３
月
27

日
付
で
就
任
し
ま
し
た
。

○
菊
池
篤
志
氏
（
福
武
甲
）

　

略
歴

　

昭
和
46
年
４
月
か
ら
教
員
、

禎
瑞
小
学
校
長
、
神
拝
小
学
校

長
、
西
条
北
中
学
校
長
、
教
育

委
員
会
指
導
部
長
な
ど
を
歴
任
。

64
歳

○
田
邊
重
義
氏
（
三
津
屋
）

　

略
歴

　

尾
部
工
業
株
式
会
社
勤
務
を

経
て
、
昭
和
62
年
１
月
に
田
辺

武
道
具
創
業
。
平
成
17
年
４
月

か
ら
は
西
条
市
剣
道
連
盟
理
事

長
。
59
歳

職
員
懲
戒
審
査
委
員
会
委
員

　

市
職
員
か
ら
十
亀
直
敏
氏
を

任
命
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

　西条市消防本部では、市民の皆さんの生命を守るため
救急業務の充実強化をめざし、山間部の幅員の狭い道路
などにおいて、より迅速な救急活動を行うとともに、大
規模災害時には災害時要援護者の搬送などでの活用を目
的とする「災害対応型軽救急車」を東消防署、西消防署
に各１台導入し、運用を開始しました。 （配備された軽救急車：手前２台）

４月８日から運用中
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今月の報告今月の報告
市庁舎別館　施設管理局　TEL0897ー52ー1298
小松総合支所　総務課　　TEL0898ー72ー2111

小松総合支所本館１階での
　　窓口サービスを開始しました
小松総合支所本館１階での
　　窓口サービスを開始しました

本館１階：出納室前 本館２階：農林水産課前

ト
イ
レ

小松総合支所本館の改修工事が完了！
　市民福祉課・総務課税務係・出納室が、
　　別館から本館１階に移転しました
　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　小松総合支所本館の改修工事が完了し、別館１階
にあった市民福祉課・総務課税務係・出納室は、４
月22日㈪から本館１階で業務を開始しています。
　これにより小松総合支所では、平面図のとおり全
ての業務を本館１・２階で行うこととなりました。

■改修によって変更になった点
　○受付カウンターは、木製ローカウンターになり
　　ました。
　○１階に談話スペース、キッズスペースを設置し
　　ました。
　○水道庁舎にあった水道係を２階建設管理課内に
　　配置しました。
　※別館は６月ごろより解体を開始して、駐車場と
　　して整備します。
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■
永
年
勤
続
功
労
章

【
西
条
分
団
】　
　

髙
橋
芳
和
（
分
団
長
）

【
飯
岡
分
団
】　
　

斎
藤　

孝
（
副
分
団
長
）

【
大
保
木
分
団
】　

伊
藤
綱
男
（
副
分
団
長
）

■
功
労
章

【
消
防
本
部
】　
　

藤
田
幹
雄
（
消
防
司
令
）

【
神
戸
分
団
】　
　

村
上　

司
（
分
団
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

戸
田
純
一
（
分
団
長
）

【
周
布
分
団
】　
　

矢
畑
賢
治
（
分
団
長
）

【
氷
見
分
団
】　
　

青
野
輝
幸
（
副
分
団
長
）

【
大
町
分
団
】　
　

丹　

義
宏
（
副
分
団
長
）

【
壬
生
川
分
団
】　

一
色
敬
二
（
副
分
団
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

玉
井
伸
明
（
副
分
団
長
）

【
玉
津
分
団
】　
　

金
子
伊
織
（
副
分
団
長
）

【
三
芳
分
団
】　
　

金
子
政
弘
（
副
分
団
長
）

■
功
績
章

【
団
本
部
】　
　
　

近
藤
修
次
（
副
団
長
）

　
　
　
　
　
　
　

髙
橋　

正
（
副
団
長
）

■
精
績
章

【
団
本
部
】　
　
　

萬
條　

裕
（
副
団
長
）

【
大
町
分
団
】　
　

松
本
一
夫
（
分
団
長
）

【
西
支
団
本
部
】　

矢
野
啓
吾
（
分
団
長
）

【
徳
田
分
団
】　
　

越
智
建
樹
（
分
団
長
）

■
勤
続
章

【
西
条
分
団
】　
　

髙
橋
芳
和
（
分
団
長
）

【
大
町
分
団
】　
　

松
本
一
夫
（
分
団
長
）

【
加
茂
分
団
】　
　

上
野
伸
治
郎
（
分
団
長
）

【
禎
瑞
分
団
】　
　

伊
東　

章
（
副
分
団
長
）

【
大
町
分
団
】　
　

丹　

義
宏
（
副
分
団
長
）

【
丹
原
分
団
】　
　

佐
伯
敏
博
（
部
長
）

【
石
根
分
団
】　
　

伊
藤
英
二
（
部
長
）

　
　
　
　
　
　
　

宇
野
富
久
（
部
長
）

【
飯
岡
分
団
】　
　

髙
橋
芳
和
（
班
長
）

【
桜
樹
分
団
】　
　

越
智
久
男
（
班
長
）

【
神
戸
分
団
】　
　

近
藤
一
雄
（
班
長
）

【
加
茂
分
団
】　
　

髙
橋
直
喜

【
桜
樹
分
団
】　
　

曽
我
部
重
喜

【
氷
見
分
団
】　
　

近
藤
尋
由

【
大
保
木
分
団
】　

十
亀
照
成

■
功
績
章

【
神
戸
分
団
】　
　

村
上　

司
（
分
団
長
）

【
氷
見
分
団
】　
　

岡
部
博
記
（
分
団
長
）

【
壬
生
川
分
団
】　

一
色　

守
（
分
団
長
）

【
楠
河
分
団
】　
　

武
田
良
一
（
分
団
長
）

【
庄
内
分
団
】　
　

弓
山
泰
孝
（
分
団
長
）

【
丹
原
分
団
】　
　

高
橋
公
一
（
分
団
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

戸
田
純
一
（
分
団
長
）

■
規
律
章

【
楠
河
分
団
】　
　

松
木　

基
（
部
長
）

【
丹
原
分
団
】　
　

別
宮
世
洋
（
班
長
）

【
東
支
団
本
部
】　

岩
本　

宏
（
班
長
）

【
団
本
部
】　
　
　

豊
田
幸
江

【
西
条
分
団
】　
　

秋
月
仁
志

【
氷
見
分
団
】　
　

藤
田　

聡

【
吉
井
分
団
】　
　

野
間
正
浩

【
周
布
分
団
】　
　

鈴
鹿　

実

【
徳
田
分
団
】　
　

青
野　

勇

【
小
松
分
団
】　
　

伊
東
信
也

■
勤
続
章

【
吉
井
分
団
】　
　

汐
崎
唯
則
（
分
団
長
）

【
東
支
団
本
部
】　

宮
崎
倫
一
（
副
分
団
長
）

【
西
支
団
本
部
】　

秋
川
賢
一
（
部
長
）

【
周
布
分
団
】　
　

青
野　

悟
（
部
長
）

【
吉
岡
分
団
】　
　

大
澤
和
彦
（
部
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

黒
田
明
弘
（
部
長
）

【
西
条
分
団
】　
　

星
川
信
広
（
班
長
）

【
橘
分
団
】　
　
　

落
合　

正
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

松
井
有
恒
（
班
長
）

【
禎
瑞
分
団
】　
　

戸
田　

基
（
班
長
）

【
周
布
分
団
】　
　

岡
部
正
和
（
班
長
）

【
多
賀
分
団
】　
　

小
西
愼
一
（
班
長
）

【
壬
生
川
分
団
】　

矢
野
和
徳
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

一
色
政
仁
（
班
長
）

【
国
安
分
団
】　
　

田
口
勝
敏
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

松
木　

修
（
班
長
）

【
庄
内
分
団
】　
　

関
野
健
司
（
班
長
）

【
丹
原
分
団
】　
　

村
上
陽
一
郎
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

青
野
克
彦
（
班
長
）

【
中
川
分
団
】　
　

曽
我
部
正
（
班
長
）

【
小
松
分
団
】　
　

曽
我
部
康
幸
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

青
山
啓
治
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

三
原
正
行
（
班
長
）

【
神
拝
分
団
】　
　

矢
野
智
久
・
福
田
俊
三

【
大
町
分
団
】　
　

徳
永　

徹

【
玉
津
分
団
】　
　

森　

康
男
・
三
浦
英
二

【
神
戸
分
団
】　
　

白
石
勇
一

【
橘
分
団
】　
　
　

池
下　

淳

【
氷
見
分
団
】　
　

日
野
嘉
則

【
大
保
木
分
団
】　

伊
藤　

修
・
伊
藤
隆
治

【
国
安
分
団
】　
　

田
中　

修

【
楠
河
分
団
】　
　

芥
川
昌
己
・
松
木
大
和

　

去
る
３
月
17
日
、
加
茂
川
河
川
敷
で
消
防
観
閲
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。
市
長
や
来
賓
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
、
消
防
活
動
に
功
績
の
あ
っ
た

方
々
に
対
す
る
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
、
２
２
１
名
・
５
団
体
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。(

敬
称
略)

消
防
庁
長
官
表
彰
（
伝
達
）

愛
媛
県
知
事
表
彰

日
本
消
防
協
会
長
表
彰
（
伝
達
）

愛
媛
県
消
防
協
会
長
表
彰
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【
庄
内
分
団
】　
　

武
田
直
樹
・
村
上
辰
志

　
　
　
　
　
　
　

青
野
敬
志
・
菅　

裕
臣

【
丹
原
分
団
】　
　

一
色
正
三
・
德
永
和
光

【
徳
田
分
団
】　
　

髙
山
啓
二
・
黒
光
通
春

　
　
　
　
　
　
　

黒
河
清
司
・
大
岩
栄
一

【
田
野
分
団
】　
　

越
智
雅
文
・
山
内
昌
男

【
中
川
分
団
】　
　

吉
本
達
由

【
小
松
分
団
】　
　

眞
鍋
稔
司

【
石
根
分
団
】　
　

佐
伯
清
臣

■
親
子
消
防
団
員

【
氷
見
分
団
】　
　

伊
藤
秀
樹
・
伊
藤
正
人

■
感
謝
状
（
内
助
の
功
労
）

【
氷
見
分
団
】　

青
野
保
子
（
青
野
輝
幸
夫
人
）

【
三
芳
分
団
】　

金
子
由
美
子
（
金
子
政
弘
夫
人
）

【
玉
津
分
団
】　

遊
口
加
代
子
（
遊
口
実
夫
人
）

【
多
賀
分
団
】　

近
藤
鈴
子
（
近
藤
和
彦
夫
人
）

【
中
川
分
団
】　

川
村
末
恵
美
（
川
村
清
司
夫
人
）

【
橘
分
団
】　
　

伊
藤
惠
美
子（
伊
藤
輝
雄
夫
人
）

【
氷
見
分
団
】　

白
石
圭
子
（
白
石
裕
二
夫
人
）

　
　
　
　
　
　

宗
野
由
美
（
宗
野
誠
司
夫
人
）

　
　
　
　
　
　

伊
藤
眞
理
子
（
伊
藤
秀
樹
夫
人
）

【
加
茂
分
団
】　

伊
藤
ユ
タ
子（
伊
藤
賀
穗
利
夫
人
）

■
感
謝
状

　

多
賀
小
学
校
少
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

め
ぐ
み
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ

　

に
し
や
ま
幼
稚
園
・
ま
あ
る
い
保
育
園
幼

　

年
消
防
ク
ラ
ブ

■
勤
続
10
年

【
東
支
団
本
部
】	

髙
橋
憲
司
（
部
長
）

【
楠
河
分
団
】	

松
木　

基
（
部
長
）

【
田
野
分
団
】	

岡
田
英
樹
（
部
長
）

【
丹
原
分
団
】	
十
亀
文
一
（
班
長
）

　
　
　
　
　
　
　

月
原
光
国
（
班
長
）

【
徳
田
分
団
】	

十
亀
敏
一
（
班
長
）

【
中
川
分
団
】	

安
藤
博
信
（
班
長
）

【
大
町
分
団
】	

松
本
好
彦

【
玉
津
分
団
】　
　

德
永
高
之

【
飯
岡
分
団
】　
　

本
間
省
治

【
神
戸
分
団
】　
　

久
門
一
也

【
禎
瑞
分
団
】	

石
川
雅
司
郎

【
氷
見
分
団
】	

髙
橋
保
視

【
吉
井
分
団
】　
　

久
米
博
司

【
周
布
分
団
】	

佐
伯
博
隆

【
多
賀
分
団
】	

岡
田
英
樹

【
壬
生
川
分
団
】	

武
方
友
和

【
三
芳
分
団
】　
　

垂
水
春
樹

【
庄
内
分
団
】	

黒
瀬
宜
文	

【
田
野
分
団
】	

永
井
雅
文

【
桜
樹
分
団
】	

河
野　

斉

【
小
松
分
団
】	

高
橋
宏
明

【
石
根
分
団
】　
　

大
田
勝
信

■
勤
続
５
年

【
団
本
部
】	

今
井
仁
美
・　

山
直
美

【
西
条
分
団
】　
　
　
　
　
　

・
日
野
裕
介

【
神
拝
分
団
】	

戸
田
健
二
・
岩
本
亮
二

【
大
町
分
団
】	

村
上
幸
輔
・
藤
井　

大

【
玉
津
分
団
】	

藤
田
浩
城

【
飯
岡
分
団
】	

徳
永
秀
人
・
髙
橋
邦
夫

　
　
　
　
　
　
　

越
智
心
平

【
神
戸
分
団
】	

加
藤
元
士
・
髙
橋
大
助

　
　
　
　
　
　
　

山
城
浩
樹
・
宇
佐
美
徹

　
　
　
　
　
　
　

近
藤
哲
也
・
河
野
高
延

【
橘
分
団
】	

村
上
智
典
・
十
亀
匡
史

　
　
　
　
　
　
　

越
智
圭
佑

【
氷
見
分
団
】	

杉
野
由
政
・
菅　

保
統

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
太
一
・
森　

貴
則

　
　
　
　
　
　
　

藤
岡
朋
瑛

【
吉
井
分
団
】	

久
米
正
晃
・
丹
下
昌
典

　
　
　
　
　
　
　

木
村　

基
・
山
内
圭
史

　
　
　
　
　
　
　

北
須
賀
周
二
・
佐
伯
裕
治

【
周
布
分
団
】　
　

吉
岡
晃
信
・
武
道
秀
樹

【
多
賀
分
団
】　
　

中
村
正
幸
・
杉
原
一
史

　
　
　
　
　
　
　

野
々
下
勇
・
佐
伯
康
弘

【
壬
生
川
分
団
】　

石
原
正
利
・
長
岡
秀
彦

【
国
安
分
団
】　
　

戸
田
邦
登
・
玉
井
幸
一

　
　
　
　
　
　
　

日
和
佐
一
樹

【
吉
岡
分
団
】　
　

大
澤
篤
志
・
桑
村
俊
直

【
三
芳
分
団
】　
　

髙
橋
一
貴

【
楠
河
分
団
】　
　

柴
田
隆
司
・
加
地
玄
樹

　
　
　
　
　
　
　

日
和
佐
治
広

【
庄
内
分
団
】　
　

山
内
佑
樹
・
山
内
浩
二

　
　
　
　
　
　
　

山
本
和
幸
・
村
上　

聡

【
丹
原
分
団
】　
　

森
脇
正
人
・
永
井　

薫

　
　
　
　
　
　
　

日
野
和
浩
・
近
藤
慎
吾

　
　
　
　
　
　
　

行
元
大
視

【
徳
田
分
団
】　
　

杉　

孝
思
・
佐
伯　

修

　
　
　
　
　
　
　

松
木
俊
裕
・
山
内
慎
也

　
　
　
　
　
　
　

鎌
倉　

豊

【
田
野
分
団
】　
　

眞
木
裕
司
・
佐
伯
智
浩

　
　
　
　
　
　
　

玉
井
健
志
・
安
倍
賢
一

　
　
　
　
　
　
　

八
木
久
年
・
玉
井
和
友

　
　
　
　
　
　
　

鎌
田
修
忠
・
後
藤
直
樹

【
中
川
分
団
】　
　

村
上
良
太
・
池
田
光
志

　
　
　
　
　
　
　

正
岡
陽
輔
・
兵
頭
信
広

　
　
　
　
　
　
　

佐
伯
伊
織

【
小
松
分
団
】　
　

加
藤
大
典
・
矢
野
益
男

　
　
　
　
　
　
　

森
田
謙
一
・
髙
橋
裕
之

　
　
　
　
　
　
　

垂
水
直
樹
・
井
上
道
裕

【
石
根
分
団
】　
　

宇
野
英
樹
・　
　

真
吾

■
感
謝
状

消
防
施
設
設
置
協
力
者

　

飯
岡
地
区　

髙
橋
武
市　

■
竿
頭
綬

機
械
器
具
管
理
優
秀
分
団

　

東
支
団　

神
戸
分
団

　

西
支
団　

丹
原
分
団

西
条
市
長
表
彰

西
条
市
消
防
団
長
表
彰

▲長年消防活動に務めてきた功労者の皆さん
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ト
ゥ
ア
ン
副
市
長
を
は
じ
め
と
す
る
研

修
団
７
名
が
西
条
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

滞
在
中
、
研
修
団
の
皆
さ
ん
は
フ
エ
市

の
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
に
つ
い

て
、
西
条
市
の
先
生
方
と
活
発
な
議
論
を

交
わ
し
た
り
、
小
中
学
校
の
防
災
訓
練
を

視
察
し
た
り
す
る
な
ど
、
熱
心
に
研
修
に

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　

特
に
、
西
条
西
中
学
校
で
生
徒
が
近
く

の
幼
稚
園
児
と
一
緒
に
避
難
訓
練
す
る
様

子
を
見
て
、
災
害
弱
者
と
考
え
ら
れ
が
ち

な
中
学
生
も
、
時
に
は
自
分
よ
り
弱
い
立

場
の
人
々
の
た
め
に
活
躍
で
き
る
こ
と
を

感
じ
た
よ
う
で
し
た
。

　

研
修
を
終
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
は
、「
西

条
市
の
取
り
組
み
は
す
ば
ら
し
い
。
小
中

学
校
で
の
防
災
訓
練
に
も
感
心
し
た
。
今

回
の
研
修
を
参
考
に
し
て
、
フ
エ
市
で
も

良
い
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
現
し
た

い
」
と
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

フ
エ
市
研
修
団
が
来
西

 
 
 

24
年
７
月
２
日
〜
５
日

▲研修団の皆さんと西条市の先生方との
　ワークショップ

▲飯岡小学校の児童引渡し訓練を視察する研修団の皆さん ▲近くの幼稚園児と一緒に避難する西条西中学校の避難訓練

　　　　　ベトナムの家庭の常備薬、一人につき一本は持っているといっても過言ではない
　　ほど、ベトナム人がこよなく愛する薬が「風油精（　　　　 ヤウヨー）」。ベトナムで
少し体調を悪くすると、どこからともなくこの薬が出てくる。ハッカのツンと鼻をつくよう
な癖のある香りがする。ベトナム人いわく、どんな症状にでも効く万能薬だそうだ。頭痛な
ら頭や首に、風邪なら背中や胸に、腹痛ならへその周りに、鼻炎なら鼻の下に、この薬を数
滴、手に取り患部に塗り込みマッサージをする。しばらくすると、症状が和らいでくるよう
な気がするので、最近は私も手放せなくなっている。肩こりや虫刺され、車酔い等にも効くとされているので、
ベトナム旅行中は、一本カバンに入れておきたい薬である。ちょっと変わったベトナム土産として購入しても、
面白いかもしれない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　フエ市防災教育支援事業コーディネーター　中村範子

vol.20

風油精（　　　　 ヤウヨー）

ベ
ト
ナ
ム
・
フ
エ
市
で
の
防
災
教
育
支
援

〜
２
年
目
の
取
り
組
み
〜

　

西
条
市
で
は
、
当
市
独
自
の
「
12
歳
教
育
（
防
災
教
育
）
」
を
フ
エ
市
に
紹
介

し
、
現
地
に
合
っ
た
形
で
の
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
を
支
援
す
る
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（
国
際
協
力
機
構
）
の
草
の
根
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
に
は
平
成
23
年
度
か
ら
の
３
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ

の
２
年
目
の
活
動
を
振
り
返
り
、
主
な
取
り
組
み
の
内
容
や
現
地
に
浸
透
し
定
着

し
つ
つ
あ
る
成
果
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

12
歳
教
育
（
防
災
教
育
）
を
ベ
ト
ナ
ム
へ―

　

平
成
24
年
度
を
振
り
返
っ
て

広報さいじょう　2013　５月号 8



　

平
成
23
年
度
に
引
き
続
き
、
訪
問
団
17

名
を
フ
エ
市
へ
派
遣
し
ま
し
た
。

　

訪
問
団
に
は
、
消
防
団
員
、
防
災
士
、

自
主
防
災
会
メ
ン
バ
ー
が
参
加
さ
れ
、
現

地
で
の
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

訪
問
団
の
一
行
は
、
モ
デ
ル
校
と
し
て

防
災
教
育
の
展
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
チ

ュ
・
バ
ン
・
ア
ン
中
学
校
と
フ
ァ
ン
・
サ

オ
・
ナ
ム
中
学
校
を
訪
問
。
両
中
学
校
で

は
、
子
ど
も
た
ち
と
タ
ウ
ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン

グ
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
作
り
を
行
っ
た
ほ

か
、
西
条
市
の
12
歳
教
育
を
モ
デ
ル
に
現

地
の
先
生
方
が
考
え
た
、
防
災
教
育
の
活

動
計
画
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
し
い
取
り
組
み
と
し
て
、
現

地
の
先
生
方
を
対
象
に
、
消
防
団
員
の

方
々
に
よ
る
土
の
う
作
り
の
実
演
指
導
も

行
い
ま
し
た
。

フ
エ
市
へ
訪
問
団
を
派
遣

 

24
年
８
月
27
日
〜
９
月
５
日

▲モデル校の先生方に土のう作りを指導する市消防団員の皆さん▲タウンウォッチング後に地域のハザードマップ作り

▲フエ市のモデル校の子どもたちと
　タウンウォッチング

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
、
子
ど

も
た
ち
を
対
象
と
し
た
水
泳
教
室
を
実
施

し
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
水
に
対
す
る
安
全
指
導

や
緊
急
時
に
役
立
つ
着
衣
水
泳
法
な
ど
の

指
導
を
行
う
も
の
で
す
が
、
フ
エ
市
人
民

委
員
会
か
ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

４
月
現
在
、
フ
エ
市
が
、
こ
の
水
泳
教

室
を
参
考
に
し
た
取
り
組
み
を
試
験
的
に

行
っ
て
お
り
、
将
来
は
フ
エ
市
が
属
す
る

ト
ゥ
ア
・
テ
ィ
エ
ン
・
フ
エ
省
全
域
へ
と

拡
大
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

モ
デ
ル
校
で
水
泳
教
室
を
実
施

 
 
 
 
 
 

  

25
年
２
月
〜▲水泳教室で人工呼吸法や着衣水泳法を学ぶ子どもたち

　

今
年
度
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
最
終
年
次

を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
２
年
間
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、

現
地
で
は
「
フ
エ
市
版
12
歳
教
育
」
が
根

付
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
フ
エ
市
の
皆
さ
ん
と
共
に

現
地
に
合
っ
た
防
災
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

完
成
を
め
ざ
し
て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
２
年
目
の
活
動
内
容
を
ま
と
め
た
報
告

　

書
や
１
年
目
の
報
告
書
は
、
市
の
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

　

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

URLhttp://w
w
w
.city.saijo.ehim

e.jp/

　

khom
e/kikikanri/index.htm

l

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
危
機
管
理
課

　

防
災
連
携
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
７

い
よ
い
よ
最
終
年
次
へ

▲フエ市防災教育支援
　事業の活動内容や現
　地の子どもたちの感
　想なども紹介してい
　る報告書
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春季合宿に
14チームが来西

アスリートなどの
合宿・キャンプを誘致

ＪＦＥ西日本硬式野球部
２月16日～３月１日

拓殖大学野球部
２月20日～２月27日

大阪学芸高等学校硬式野球部
３月20日～３月24日

上宮高等学校硬式野球部
３月30日～４月３日

流通科学大学硬式野球部
３月１日～３月７日

京都産業大学体育会サッカー部
３月４日～３月７日

宝塚ジュニアＦＣ
３月27日～３月29日

京都教育大学サッカー部
２月９日～２月11日

奈良教育大学ソフトボール部
３月４日～３月６日

四天王寺大学ソフトボール部
３月14日～３月15日

太成学院大学女子ソフトボール部
２月16日～２月23日

香川西高等学校陸上部
３月20日～３月21日

同志社香里中学校・高等学校陸上部
３月27日～３月30日

四国Ｕ16ブロックトレセン
３月９日～３月10日

スポーツ合宿スポーツ合宿スポーツ合宿

　西条市では、アスリートなどの合宿誘致を図り、交流人口の拡大と市民のスポーツ競技力の向上をめざ
し、積極的に合宿誘致を展開しています。
　市内で行われた春季合宿・キャンプには、14チームの社会人・大学生・高校生・中学生が来西し、練習
や交流戦では、すがすがしい汗を流していました。特に、雨天時などに練習会場として使用できる東予運
動公園の屋内運動場「ビバ・スポルティアＳＡＩＪＯ」は、大変好評をいただいています。

⑩
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【まちづくり検討会】
　市民の参加希望者と市内各種団体等の関係者で組織し、これからのまちづくりの方向性などについ
て話し合います。まちづくりに関心のある方は、ぜひご応募ください。
■任　　期　平成27年３月まで
■募集人数　20人程度（市内在住者）
■応募方法　応募用紙に市への意見など必要事項をご記入の上、５月20日㈪までに、郵便、ファック
　　　　　　ス、電子メールで、担当課へ提出してください。応募用紙は市庁舎、各総合支所、各公
　　　　　　民館に設置しています。また、市ホームページからもダウンロードできます。
■応 募 先　〒793－8601　明屋敷164　西条市役所　戦略企画課　　FAX 0897－52－1200
　　　　　　Ｅメール　senryakukikaku@saijo-city.jp

　西条市では、市民参加によるまちづくりを促進するために、市民の皆さんからのご意見・ご提言を
いただく手段として、まちづくり検討会の開催と市民意識調査を実施します。

■検討会・市民意識調査に関する問合せ
　市庁舎本館戦略企画課　戦略企画係　　TEL 0897－52－1244

輪輪和和
話話 笑笑

【まちづくりに関する市民意識調査】
　市民の皆さんの中から 5000 人を対象に、市職員による訪問、または
郵送により調査を行います。ご協力をよろしくお願いします。
■調査・訪問期間　５月中（約１カ月間で調査・訪問を予定しています）

そ らそ ら ぐ みぐ み

▲（主演）凰稀かなめ ▲（主演）実咲凜音
©宝塚歌劇団　※写真禁無断転載

■内　容
　○ミュージカル・ロマン「うたかたの恋」　原作：クロード・アネ　脚本：柴田侑宏　演出：中村暁
　○レビュー・ルネッサンス「Ａｍｏｕｒ ｄｅ 99!!　－ 99年の愛－」　作・演出：藤井大介
■料　金
　○Ｓ席（１階）：7000円　　○Ａ席（２階）：4000円　　※昼夜同額、全席指定
■チケット販売場所
　○総合文化会館　神拝甲79－4　℡ 0897－53－5500
　○チケットぴあ（Ｐコード 428－585）　※チケットぴあ電話予約：℡ 0570－02－9999
■問合せ　市庁舎本館総務課　総務法制係　　℡ 0897－52－1256
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■駐車場　河原津西工区干拓地（下図参照）
■入場料　中学生以上　1,500円（網・軍手代込み）
　　　　　小学生　　　　500円（網・軍手代込み）
　　　　　幼児　　　　 　無料（軍手代込み）
　　　　　※玉網の必要な幼児は500円必要です。
■捕獲方法
　漁具の持ち込みは禁止（入場の際に網と軍手を配布）
　アサリを掘る道具（バケツに入る程度の大きさ）は
　使用できます。
■注意事項
○入場中の事故などは、参加者各自の責任とします。
　カキ殻やエイには十分注意してください。
○事故防止のため、素足やサンダル等では入場でき
　ませんので、各自で長靴・運動靴等を準備してく
　ださい。
○獲った魚介類は、クーラーボックスなどで保冷し
　てお持ち帰りください。

　今年も河原津海岸で「立て干し網」を開催しま
す！　ハマチ、タイ、アジなど合計約16,000尾の
ほか、小さいお子さんにも楽しんでいただけるよ
うに、アサリを約1.7トン放流します。

■問合せ
○東予総合支所農林水産課
℡0898－64－2700（内線253）
○市庁舎本館農業水産課　℡0897－52－1513

主　催　 東予地域漁業協同組合連合協議会

※混雑や渋滞が予想されますので、早めに受付をお済ませください。
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を超えるこいのぼりが４列にもなって泳いでいましたが、
現在では約50匹が２列で仲良く泳いでいます。
　強風の日は風にあおられたこいのぼりがワイヤに巻きつ
いてしまうので、胴体の中に細い竹を通して留め金具を付
けています。また雨の日には傷まないようこいのぼりを休
ませ、さらに揚げる時間を午前９時から午後５時ごろとし
て夜露に濡らさないように気を付けています。
　佐伯会長は「デイサービスの高齢者や家族連れの人たち
が、こいのぼりを見るために訪れてくれることが何よりも
うれしい。提供いただいたこ
いのぼりは大切にしています
が、どうしても傷んでしまい
ます。使っていないものがあ
ればぜひご協力ください」と
広く呼びかけています。

〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　FAX0898ー65ー4363

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　FAX0898ー68ー4769

東予総合支所

丹原総合支所

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　FAX0898ー72ー4048小松総合支所

創立120周年を迎えた吉岡小学校
　　　　  ～ イメージキャラクター「せんちゃん」 誕生 ～

　明治５年に公布された学制により、新町・広岡・安用・
上市の各地区に設けられた小学校が、明治24年に吉岡簡易
小学校として現在の地へ統合されたことに始まる吉岡小学
校は、去年創立 120周年を迎えました。校歌で歌われてい
るように「象ケの森」や「佐々久の山」と豊かな自然に恵
まれた地にあり、「吉岡」の名は「良
き岡」が由来とも言われています。
　その吉岡小学校では、保護者をはじ
め地域の皆さんのご支援のもと、120
周年を記念した数々の取り組みが行わ
れました。
　まずは学校のイメージキャラクター

「せんちゃん」の誕生です。子どもたちが考えた70数点の
中から、自らの投票で決定した「せんちゃん」は、いつも
校庭の隅から温かく見守ってくれているセンダン(栴檀)の
木をモチーフとしています。その後、保護者の発案で「せ
んちゃんファイル」や「せんちゃんＴシャツ」も作られ、
ＮＨＫ松山放送局の「校歌の旅」でも紹介されました。
　また、120周年を記念した式典では、花の種とともに127
人の全校生徒がそれぞれ今年に懸ける思いを書いて風船で
空に放ちましたが、遠くは大阪からも連絡をいただくこと
ができました。
　温和で粘り強い人をはぐく
むという校風をしっかりと継
承する子どもたちは、地域の
明るい未来を築いてくれるも
のと期待しているところです。

団のダンスパーティーの会場となったこともあります。当
時のことをご記憶の方もいらっしゃるかも知れません。
　また、現在は撤去されていますが正面玄関前には昭和の
合併を記念した庭園があり、１町２村を橋でつなぐデザイ
ンで一体感を表現するとともに、町の木であった松や花で
あった椿などが植えられていました。その一部は、そのま
まの姿で小松中央公園に移設されています。
　現在、小松総合支所では庁舎の改修工事が進んでおり、
４月22日からは別館１階の事務所が本館１階に移され、６
月ごろからは別館の解体作業が始まる予定となっていま
す。そして、その跡地は庭園の跡とともに駐車場として整
備され、来庁の皆さんにご利用いただくこととしていま
す。
　半世紀以上もの長い年月にわたり、地域に住む皆さんの
暮らしを見つめてきたこの建物も、間もなくその役目を終

お疲れさまでした   地域と歩んだ55年
　　　 　　　　　　～ 役目を終える小松総合支所別館 ～

　小松町・石根村・石鎚村が合併した３年後の昭和33年、
新たに小松町役場として建てられたのが現小松総合支所の
別館です。鉄筋コンクリート２階建ての庁舎は、昭和53年
に今の本館が建設されるまで、小松町の行政事務の拠点と
　　　　　　　　　　　して使用されてきました。
　　　　　　　　　　　　その１階には、スタンド式のカ
　　　　　　　　　　　ウンター窓口が設けられており、
　　　　　　　　　　　昭和という時代を思い出させるレ
　　　　　　　　　　　トロ感が漂っています。
　　　　　　　　　　　　２階の大ホールは、かつて町議
　　　　　　　　　　　会の議場として用いられたほか、
　　　　　　　　　　　幼稚園のお遊戯会や成人式、青年

若葉薫る風に泳ぐこいのぼり
　　　 　　　　　　　　　　～ 鞍瀬川の水面に映えて ～

　毎年４月下旬から５月中旬にかけて鞍瀬地区長面では、
新緑に薫る爽やかな風を受けながら悠々と泳ぐこいのぼり
を見ることができます。鞍瀬川の両岸を結ぶワイヤにつる
された色とりどりのこいのぼりが、その姿を水面に映しな
がら川幅いっぱいに元気よく泳ぐ姿は、訪れた親子連れの
目を楽しませるとともに、アマチュア写真家には格好の被
写体であり、鞍瀬地区の風物詩となっています。
　このこいのぼりを泳がせているのは鞍瀬老人クラブの佐
伯幸男会長。今から30年ほど前、子どもの成長とともに揚
げなくなったこいのぼりを鞍瀬川に泳がせてほしいという
近所の人からの要望に応えたのが始まりでした。その後、
丹原町内から不要になったこいのぼりを集め、一時は百匹

吉
岡
小
学
校
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

            「
せ
ん
ち
ゃ
ん
」

花の種とともに風船を放ちました

山紫水明の地、春風に舞うこいのぼり

建設当時には、モダンな建物
であった現小松総合支所別館

ちょうめ
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■西条市庁舎
　℡0897－56－5151

■東予総合支所
　℡0898－64－2700

■丹原総合支所
　℡0898－68－7300

■小松総合支所
　℡0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

20
日
㈪　

固
定
資
産
税
第
１
期
分

　

の
督
促
状
の
発
送

31
日
㈮　

軽
自
動
車
税
全
期
分
の

　

納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
100
円
の
督

　

促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

　

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

　

だ
さ
い
。

　

年
金
額
を
少
し
で
も
多
く
受
け

取
り
た
い
方
に
は
、
付
加
年
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
毎
月
の
保
険
料

（
25
年
度
保
険
料
１
５
０
４
０
円
）

に
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
加

え
て
納
付
す
る
こ
と
で
、
老
齢
基

礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
し

て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

付
加
年
金
額
は
「
２
０
０
円
×

付
加
保
険
料
納
付
月
数
」
で
算
出

さ
れ
ま
す
。
将
来
の
生
活
設
計
に

合
わ
せ
、
年
金
額
を
増
や
し
た
い

方
に
お
勧
め
し
ま
す
。

■
加
入
で
き
る
方

○
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

○
任
意
加
入
被
保
険
者

■
注
意
点

○
付
加
保
険
料
は
申
し
込
ん
だ
月

　

分
か
ら
と
な
り
ま
す
。

○
保
険
料
の
免
除
や
猶
予
を
受
け

　

て
い
る
方
、
国
民
年
金
基
金
に

　

加
入
し
て
い
る
方
は
加
入
で
き

　

ま
せ
ん
。

○
付
加
保
険
料
は
年
金
額
の
改
定

　

が
行
わ
れ
て
も
改
定
さ
れ
ま
せ

　

ん
。

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所　
　
　
　

ＴＥＬ
０
８
９
７
－

３
５

－

１
３
６
８

○
市
庁
舎
本
館
市
民
生
活
課

　

年
金
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）　

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　
「
政
治
倫
理
の
確
立
の
た
め
の

市
長
の
資
産
等
の
公
開
に
関
す
る

条
例
」
に
規
定
す
る
市
長
の
資
産

等
報
告
書
の
閲
覧
を
行
い
ま
す
。

■
閲
覧
開
始
日　

５
月
７
日
㈫
～

■
閲
覧
時
間　

　

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

■
閲
覧
場
所
・
問
合
せ　

○
市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

総
務
法
制
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
５
６

○
各
総
合
支
所
総
務
課

　

総
務
調
整
係

５
月
の
市
税
ご
よ
み

付
加
保
険
料
を
納
め
て
老
齢

基
礎
年
金
の
上
乗
せ
を
！

市
長
の
資
産
等
を
公
開
し
ま
す

西条市内で初めてアライグマが確認されました

【連絡先】
○市庁舎別館環境衛生課　環境計画係　℡0897－52－1221
○市庁舎本館林業課　林政係　℡0897－52－1504
○愛媛県立衛生環境研究所　生物多様性センター
　℡089－931－8757

写真提供：株式会社野生動物保護管理事務所関西分室

アナグマ

　本年３月、飯岡野口でアライグマが確認されました。
アライグマは特定外来生物に指定されており、全国的に
農作物の被害が問題となっています。四国ではすでに香
川県全域で生息が確認され、県内でも四国中央市、新居
浜市や東温市で確認されています。
　アライグマは一度定着してしまうと駆除が非常に難し
くなるため、侵入初期段階での対策が必要です。

他にもハクビシンがよく似ています

【特徴】
○しっぽに縞模様がある
○耳のふちが白い
○眉間に黒い線がある
○細長い５本指の足

アライグマによく似た動物
しっぽの模様を確認してください

▲飯岡で捕獲されたアライグマ

▲器用に穴を開け食べた跡
アナグマ

タヌキタヌキ

　アライグマを見かけたり、農作物などの被害に心当た
りがある方はご連絡ください。
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原
則
６５
歳
未
満
で
障
害
の
あ
る

方
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
や

障
害
者
支
援
施
設
の
利
用
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
事

前
に
障
害
程
度
区
分
の
認
定
が
必

要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

■
対
象
者　

○
身
体
障
害
者
（
児
）

○
知
的
障
害
者
（
児
）

○
精
神
障
害
者
（
児
）

○
難
病
等
に
罹
患
さ
れ
て
い
る
方

■
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

○
居
宅
介
護

（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
）

○
障
害
者
福
祉
施
設
の
利
用

○
障
害
児
通
所
施
設
の
利
用
な
ど

■
障
害
程
度
区
分

　

介
護
の
必
要
性
を
示
す
も
の
で

あ
り
、
各
種
身
体
障
害
者
手
帳
の

等
級
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

FAX
０
８
９
7

－

5
２

－

１
２
9
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

４
月
１
日
か
ら
、
身
体
障
害
者

手
帳
を
持
た
な
い
18
歳
未
満
の
方

が
新
し
く
補
聴
器
を
購
入
す
る
た

め
の
費
用
の
一
部
を
助
成
す
る
軽

度
・
中
等
度
難
聴
児
補
聴
器
購
入

助
成
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

助
成
を
希
望
す
る
方
は
、
補
聴
器

購
入
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者

（
次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方
）

○
18
歳
未
満
で
西
条
市
に
住
所
が

　

あ
る
こ
と

○
原
則
、
両
耳
の
聴
力
レ
ベ
ル
が

　

30
デ
シ
ベ
ル
以
上
で
あ
る
こ
と

○
聴
覚
障
害
の
身
体
障
害
者
手
帳

　

を
持
っ
て
い
な
い
こ
と

○
他
の
法
令
な
ど
で
補
聴
器
購
入

　

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

※
同
一
世
帯
に
市
民
税
所
得
割
を

　

46
万
円
以
上
支
払
っ
て
い
る
方

　

が
い
る
場
合
は
対
象
外

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

FAX
０
８
９
7

－

5
２

－

１
２
9
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

身
体
障
害
者
手
帳
を
持
た
な
い
18
歳
未
満
の
方
へ

補
聴
器
購
入
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

　西条市国民健康保険または後期高齢者医療保険の被
保険者で、次の要件に該当する方
○平成25年４月１日現在、35歳以上の方
○国民健康保険税または後期高齢者医療保険料を滞納
　していない方
○平成25年度に市が行う総合健診、個別健診、単独検
　診を受診もしくは申し込みしていない方

対象者

■申込期間
　５月９日㈭～15日㈬　８時30分～17時15分
　※９日㈭は19時まで窓口業務を延長して受け付けます。
■申込方法
　　印鑑（スタンプ印不可）と被保険者証（保険証）
　を持って、市庁舎本館国保医療課または各総合支所
　市民福祉課で申し込み手続きをしてください。
　※申し込みの結果は５月下旬に通知します。

申込期間・方法

受診医療機関

○70歳以上の方は、短期人間ドックのみの受診です。
○平成25年度中に75歳を迎える方は、誕生日の前日ま
　でに受診する場合は国民健康保険で、誕生日以降に
　受診する場合は後期高齢者医療保険での申し込みと
　なります。

注意事項

自己負担額（検査費用の２割負担）

■国民健康保険　約800人
■後期高齢者医療保険　約160人
　定員を超えた場合は抽選となります。

定員

■短期人間ドック　　　６，４００円
■脳ドック　　　　　　６，４００円
■同時受診　　　　　１０，４００円

※短期人間ドック・脳ドックの検査項目には、特定
　健診または後期高齢者健診の検査項目も含まれて
　いるので、重複して受診することはできません。
※重複受診をした場合は全額自己負担となります。
※総合健診、単独検診の中で、ドックと検査内容が
　重複しないものについては受診できます。ドック
　の受診票が届いた後に、保健センターへご相談く
　ださい。

市庁舎本館国保医療課
○国保係　℡0897－52－1447（国民健康保険の方）
○医療係　℡0897－52－1212（後期高齢者医療保険の方）

■西条中央病院（短期人間ドック・脳ドック・同時受診）
■村上記念病院（短期人間ドック・脳ドック・同時受診）
■済生会西条病院（短期人間ドック・脳ドック・同時受診）
■市立周桑病院（短期人間ドック）

問合せ
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農作業などの時は、マダニに注意してください

【問合せ】市庁舎本館農業水産課 農政係 ℡0897－52－1216

　平成24年に国内で初めて、マダニに刺されて重症化し、
死亡する事例が報告されました。
　死亡に至った原因は、マダニが媒介する重症熱性血小板
減少症候群（SFTS）ウイルスです。SFTSウイルスは以前か
ら国内に存在していたと考えられています。
　森林や草地等の屋外では、マダニに刺されないように注
意しましょう。
【マダニの特徴】
○固い外皮に覆われた比較的大型
（吸血前で３～４㎜）のダニで、
　主に森林や草地等の屋外に生息
　し、全国的に分布している。 
○食品等に発生するコナダニ、衣
　類や寝具に発生するヒョウヒダ
　ニなど、家庭内に生息するダニ
　とは種類が異なる。

【マダニの対策】
◎ダニに咬まれないために
　○草むらややぶなど、ダニの生息する場所に入る場合
　　には、長袖、長ズボン、足を完全に覆う靴を着用し
　　て肌の露出を少なくすることが大事です。裾からダ
　　ニが入りこみにくいような服装を心がけましょう。
　○活動が盛んな春から秋にかけては注意しましょう。
　○屋外活動後は刺されていないか確認しましょう。
◎ダニに咬まれた場合
　○吸血中のダニに気がついた場合、病院（皮膚科）で
　　処置してもらいましょう。
　○山林や草むらなどに入った後（６日～２週間後）に
　　発熱やおう吐などの症状が出た場合、病院を受診し
　　て、マダニに刺された疑いを伝えましょう。

【関連リンク】
　国立感染症研究所ホームページ
　http://www.nih.go.jp/niid/ja/diseases/sa/sfts.html

マダニ

　

西
条
市
で
は
、
四
国
労
働
金
庫

と
提
携
し
、
勤
労
者
の
住
宅
建
設

資
金
、
教
育
資
金
を
融
資
し
て
い

ま
す
が
、
本
年
4
月
か
ら
、
利
用

限
度
額
の
拡
大
や
返
済
期
間
の
延

長
等
を
行
い
、
さ
ら
に
ご
利
用
し

や
す
く
し
ま
し
た
。

【
勤
労
者
住
宅
建
設
資
金
融
資
制
度
】

■
対
象

○
西
条
市
に
居
住
、
ま
た
は
居
住

　

し
よ
う
と
す
る
勤
労
者

○
同
居
家
族
（
予
定
）
が
あ
る
方

○
市
税
を
完
納
し
、
前
年
所
得
が

　

１
０
０
０
万
円
未
満
の
方

○
保
証
機
関
の
保
証
が
受
け
ら
れ

　

る
方

■
資
金
使
途

　

新
築
、
増
改
築
、
分
譲
・
中
古

住
宅
の
購
入
（
床
面
積
２
８
０
㎡

以
下
）、
宅
地
の
購
入

■
利
用
限
度
額　

３
０
０
０
万
円

■
返
還
期
間　

35
年
以
内

【
勤
労
者
教
育
資
金
融
資
制
度
】

■
対
象

○
西
条
市
に
居
住
、
ま
た
は
居
住

　

し
よ
う
と
す
る
勤
労
者

○
市
税
を
完
納
し
、
前
年
所
得
が

　

２
０
０
万
円
以
上
１
０
０
０
万

　

円
未
満
の
方

○
保
証
機
関
の
保
証
が
受
け
ら
れ

　

る
方

■
資
金
使
途

　

高
校
卒
業
後
、
就
学
年
数
2
年

制
以
上
の
学
校
に
就
学
す
る
た
め

の
教
育
資
金

■
利
用
限
度
額　

５
０
０
万
円

■
返
還
期
間　

15
年
以
内

【
保
証
機
関
】　

一
般
社
団
法
人

日
本
労
働
者
信
用
基
金
協
会

【
返
済
方
法
】　

　

元
利
均
等
月
賦
償
還
ま
た
は
半

年
賦
併
用
償
還

【
問
合
せ
】

○
四
国
労
働
金
庫
西
条
支
店

ＴＥＬ
０
８
９
７

－
５
６

－

２
８
６
４

○
市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課

労
政
雇
用
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
８
２

■
補
助
の
対
象
者

　

市
内
在
住
者
で
、
ほ
か
の
公
的

機
関
か
ら
補
助
を
受
け
な
い
方

■
補
助
対
象
と
な
る
研
修

　

市
外
で
開
催
さ
れ
る
男
女
共
同

参
画
に
関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
講

座
な
ど
。

※
19
ペ
ー
ジ
掲
載
の
「
日
本
女
性

　

会
議
」
な
ど
も
補
助
の
対
象
に

　

な
り
ま
す
。

■
補
助
金
額

　

研
修
参
加
に
要
す
る
旅
費
の

　

２
分
の
１

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
合
せ

　

く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

男
女
共
同
参
画
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
５

勤
労
者
の
住
宅
建
設
資
金
、

教
育
資
金
を
融
資
し
ま
す

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
研
修

参
加
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
用
と
ネ
ズ
ミ

用
の
駆
除
薬
剤
が
必
要
な
方
は
、

自
治
会
の
班
・
組
単
位
な
ど
で
必

要
数
量
を
取
り
ま
と
め
て
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
薬
剤
量
（
１
世
帯
に
つ
き
）

○
ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
用　

１
袋

○
ネ
ズ
ミ
用　

１
袋

■
申
込
期
間

　

５
月
１
日
㈬
～
17
日
㈮

■
引
渡
し
時
期　

６
月
３
日
㈪
～

■
申
込
先　

○
市
庁
舎
別
館
環
境
衛
生
課

　

衛
生
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

ウ
ジ
・
ボ
ウ
フ
ラ
と
ネ
ズ
ミ
の

駆
除
薬
剤
を
お
渡
し
し
ま
す
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西
条
市
で
は
、
将
来
医
師
と
し

て
西
条
市
が
指
定
す
る
医
療
機
関

に
勤
務
し
よ
う
と
す
る
医
学
生
の

方
に
対
し
、
修
学
に
必
要
な
資
金

の
貸
付
け
を
行
い
ま
す
。

■
対
象

　

大
学
の
医
学
部
で
医
学
を
専
攻

す
る
学
生
（
自
治
医
科
大
学
を
除

く
）
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で

■
募
集
人
数　

２
人

■
種
類
・
貸
付
金
額
・
貸
付
期
間

○
修
学
資
金
奨
学
金

　

月
額
20
万
円
（
限
度
額
）

　

６
年
間
（
限
度
）　

○
入
学
資
金
奨
学
金

　

50
万
円
（
限
度
額
）

　

入
学
年
度
１
回
限
り

■
返
還
免
除　

　

指
定
医
療
機
関
で
臨
床
研
修
を

受
け
、
指
定
期
間
医
師
と
し
て
勤

務
す
る
な
ど
の
条
件
を
満
た
し
た

場
合
、
奨
学
金
の
返
還
が
免
除
さ

れ
ま
す
。

■
受
付
期
間

　

５
月
１
日
㈬
〜
31
日
㈮

■
問
合
せ

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

地
域
医
療
課　

地
域
医
療
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
９
５

西
条
市
医
師
確
保
奨
学
金
貸
付

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

■問合せ　市庁舎別館環境衛生課　水・環境保全係　
　　　　　℡0897－52－1382

　西条市では、平常時における空間放射線量データの蓄
積を目的に、月に１度、市内８地点での空間放射線量の
測定をしています。３月の結果は下表のとおりですが、
いずれの地点においても異常値は観測されていません。
※環境省が示す基準値：毎時 0.23 マイクロシーベルト
※測定場所の位置図および過去の測定結果は市ホーム
　ページをご覧ください。

　ご家庭の使用済み天ぷら油をペットボトルに入れて、
お持ちください。
　リサイクル・ごみ減量にご協力をお願いします。

３月の空間放射線量測定結果ご家庭の使用済み天ぷら油の
回収を５月１日から始めます
ご家庭の使用済み天ぷら油の
回収を５月１日から始めます

【３月の空間放射線量測定結果一覧表】
測 定 場 所

３月25日
３月25日

毎時 0.09 マイクロシーベルト
毎時 0.09 マイクロシーベルト

測 定 日

石鎚登山ロープウェイ
山頂成就駅

毎時 0.11 マイクロシーベルト
毎時 0.09 マイクロシーベルト
毎時 0.10 マイクロシーベルト
毎時 0.09 マイクロシーベルト
毎時 0.09 マイクロシーベルト

毎時 0.05 マイクロシーベルト

３月25日
３月25日
３月25日
３月25日
３月25日

３月26日

うちぬき広場
飯岡公民館
東予総合支所
楠河公民館
丹原総合支所
旧鞍瀬駐在所
小松総合支所

測 定 数 値

■回収場所　　市庁舎別館、各総合支所
　　　　　　　※詳細はお問い合わせください。
■回収日時　　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）
　　　　　　　８時30分～17時15分
■注意事項
　○天ぷら油のみの回収です。（ラード、
　　オリーブ油、パーム油、工業油などは
　　回収できません）
　○水、天かすなどの不純物はできるだけ
　　入れないでください。

■問合せ　市庁舎別館環境衛生課　環境計画係　
　　　　　℡0897－52－1221
　　　　　東予総合支所　市民福祉課　生活環境係
　　　　　丹原総合支所　市民福祉課　市民福祉係
　　　　　小松総合支所　市民福祉課　市民福祉係

　

西
条
市
民
公
園
内
の
西
条
市
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
西
条
事
務

所
は
、
５
月
13
日
㈪
か
ら
小
松
総

合
支
所
３
階
に
移
転
し
ま
す
。

　

ご
用
命
の
あ
る
方
は
、
次
の
と

こ
ろ
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
本
部
・
西
条
事
務
所

　

〒
７
９
９

－

１
１
０
１　

　

小
松
町
新
屋
敷
甲
４
９
６

　

小
松
総
合
支
所
庁
舎
３
階

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

７
６

－
３
６
７
０

FAX
０
８
９
８

－
７
６

－

３
６
７
１

■
東
予
事
務
所　

　

〒
７
９
９

－

１
３
４
１　

　

壬
生
川
１
１
１
の
１
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０
８
９
８

－

７
６

－

１
５
８
０

FAX
０
８
９
８

－

７
６

－

１
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１

　

西
条
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
16
年
の
合
併
以
降
初
と
な
る
、

市
内
指
定
文
化
財
を
カ
ラ
ー
で
紹

介
し
た
冊
子
「
西
条
市
の
文
化

財
」
を
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
次
の
要
領
で
お

求
め
く
だ
さ
い
。

■
内
容　

Ａ
４
判
カ
ラ
ー　

　
　
　
　

１
１
４
ペ
ー
ジ

■
価
格　

１
冊　

４
０
０
円

■
販
売
場
所　

○
市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課

○
市
教
育
委
員
会
東
予
・
丹
原
・

　

小
松
分
室
（
各
総
合
支
所
）

○
東
予
郷
土
館

○
小
松
温
芳
図
書
館
郷
土
資
料
室

○
近
藤
篤
山
旧
邸

■
郵
送
販
売
を
ご
希
望
の
場
合
は

　

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
明
記
の
上
、
代
金
と
送

料
の
合
計
額
を
現
金
書
留
か
郵
便

為
替
で
申
込
先
ま
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
送
料
は
１
冊
、
２
９
０
円

で
す
。
複
数
冊
の
場
合
は
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
・
申
込
先

　

〒
７
９
３

－

８
６
０
１

　

明
屋
敷
１
６
４

　

西
条
市
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課
歴
史
文
化
振
興
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
６
２
８

公
益
社
団
法
人

西
条
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

西
条
事
務
所
が
移
転
し
ま
す

冊
子
「
西
条
市
の
文
化
財
」
を

販
売
し
て
い
ま
す

▲市内の指定文化財をカラーで
　紹介した冊子「西条市の文化財」
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■
日
時　

５
月
12
日
㈰

　
　
　
　

13
時
～
14
時
30
分

■
場
所　

四
国
鉄
道
文
化
館

■
内
容　

線
路
で
つ
な
が
っ
た
奥

州
市
（
岩
手
県
）、
三
好
市
（
徳

島
県
）、
伊
予
市
、
西
条
市
の
４

市
の
関
係
者
が
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

き
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
資
金

を
募
る
と
と
も
に
、
観
光
パ
ネ
ル

展
示
や
物
産
販
売
、
足
踏
み
も
ち

つ
き
で
交
流
し
ま
す
。

■
出
演　

○
金
岡
秀
典
（
み
な
み
吹
奏
楽
団

　

指
揮
者
・
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
奏
者
）

○
み
な
み
吹
奏
楽
団
フ
ル
ー
ト
奏

　

者
（
奥
州
市
）

○
三
好
市
立
下
名
小
学
校
児
童

（
合
唱
）

○
西
条
葵
コ
ー
ラ
ス

○
西
条
市
内
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
グ
ル
ー
プ

■
足
踏
み
も
ち
つ
き

　

11
時
か
ら
14
時
ま
で
鉄
道
歴
史

パ
ー
ク
内
広
場
で
開
催
予
定

■
主
催　

Ｊ
Ｒ
伊
予
西
条
駅
・
Ｊ

Ｒ
大
歩
危
駅
活
性
化
協
議
会
・
Ｊ

Ｒ
下
灘
駅
フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
運
営
委
員
会
・
西
条
市

■
問
合
せ　

観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

内　

観
光
振
興
課

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

線
路
で
つ
な
ぐ

交
流
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

■
日
時　

５
月
５
日
㈰

　
　
　
　

１０
時
～
（
小
雨
決
行
）

■
場
所　

　

加
茂
川
左
岸
ト
リ
ム
公
園
前

■
内
容

　

こ
ど
も
の
日
に
親
子
で
加
茂
川

の
豊
か
な
自
然
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

■
対
象　

　

小
学
生
（
保
護
者
同
伴
）

■
注
意
事
項

○
網
な
ど
の
道
具
は
使
用
禁
止

○
手
袋
は
使
用
可

■
問
合
せ　

　

加
茂
川
漁
業
協
同
組
合

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

９
５
２
４

■
日
時　

　

５
月
18
日
㈯　

１１
時
～
１４
時

■
場
所

　

鞍
瀬
川
（
丹
原
町
明
河
）

■
内
容

　

鞍
瀬
川
源
流
部
に
生
息
す
る
水

生
昆
虫
な
ど
の
観
察
の
ほ
か
、
会

場
周
辺
の
ゴ
ミ
拾
い
も
行
い
ま
す
。

■
注
意
事
項

○
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

○
昼
食
は
各
自
準
備

○
集
合
場
所
・
持
ち
物
な
ど
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
講
師　

山
本
貴
仁
氏

（
愛
媛
県
環
境
マ
イ
ス
タ
ー
）

■
申
込
先

　

鞍
瀬
塾
事
務
局
（
藤
原
）

ＴＥＬ
０
８
９
８

－
７
３

－

２
７
８
７

FAX
０
８
９
８
－

７
３

－

２
７
６
７

ア
マ
ゴ
の
つ
か
み
取
り
大
会

第
16
回　

鞍
瀬
川
自
然
観
察
会

■
日
時　

　

６
月
１
日
㈯　

１0
時
～
１5
時

■
場
所　

フ
ジ
東
予
店　

駐
車
場

■
内
容　

県
内
の
青
年
会
議
所
会

員
が
集
う
大
会
を
記
念
し
て
、
愛

媛
の
魅
力
を
磨
き
発
信
す
る
食
・

ダ
ン
ス
イ
ベ
ン
ト

○
愛
媛
の
う
ま
い
も
ん
が
集
結

　

県
内
各
地
の
特
産
品
、
飲
食
店

　

ブ
ー
ス
販
売
（
市
内
８
店
舗
を

　

は
じ
め
16
店
舗
が
出
店
予
定
）

○
愛
媛
の
熱
い
祭
り
大
集
合

　

県
内
各
地
の
ダ
ン
ス
＆
よ
さ
こ

　

い
チ
ー
ム
に
よ
る
演
舞
（
市
内

　

３
チ
ー
ム
を
は
じ
め
12
チ
ー
ム

　

が
出
場
予
定
）

■
問
合
せ　

㈳
西
条
青
年
会
議
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
２
３
８

㈳
日
本
青
年
会
議
所

愛
媛
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
記
念
事
業

地
域
活
性
た
か
ら
い
ち

　南海地震は、今後30年以内に60％程度の確率で発生すると想定されています。また、昨年国が発表した最悪の想定
では、その規模はマグニチュード９.１、最大震度７になるといわれています。
　阪神・淡路大震災では家屋の倒壊や大規模な火災、東日本大震災では大津波により甚大な被害が発生しています。
日頃から、地震について家族で話し合い、次のことを確認し準備をしておきましょう。

地震が起こるその前に!!　地震に備えて確認しましょう!!

【地震に備えて確認しておくこと】
　　●家屋や塀の強度を確認しましょう。
　　●家具類の転倒、落下防止をしておきましょう。
　　●地域の危険性を把握しておきましょう。

●非常持ち出し品を準備しておきましょう。
●避難場所、避難経路を確認しておきましょう。
●家族との連絡方法を確認しておきましょう。
●地域の自主防災活動に積極的に参加しましょう。

　

郵
便
事
業
株
式
会
社
で
は
、
重

度
の
身
体
障
害
者
や
知
的
障
害
者

の
福
祉
に
対
す
る
国
民
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
通

常
郵
便
は
が
き
を
無
償
配
布
し
ま

す
。

■
対
象
者

　

身
体
障
害
者
手
帳
１
・
２
級
ま

た
は
療
育
手
帳
Ａ
の
方

■
配
布
枚
数　

一
人
に
つ
き
２０
枚

■
受
付
期
間　

　

５
月
31
日
㈮
ま
で

■
申
込
手
続　

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
を
持
っ
て
、
最
寄
り
の
郵
便

局
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

○
各
郵
便
局

○
市
庁
舎
別
館
社
会
福
祉
課

　

障
害
者
福
祉
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
１
４

FAX
０
８
９
7

－

5
２

－
１
２
9
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

重
度
の
身
体
・
知
的
障
害
者
の
方
へ

青
い
鳥
郵
便
葉
書
を

無
償
配
布
し
ま
す
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■
日
時　

５
月
26
日
㈰　

11
時
～

14
時
30
分
（
雨
天
決
行
）

■
内
容　

園
児
の
う
た
、
ホ
ー
ル

イ
ベ
ン
ト
、
バ
ザ
ー
、
の
み
の
市
、

花
の
苗
即
売
、
ゲ
ー
ム
、
ミ
ニ
消

防
自
動
車
乗
車
コ
ー
ナ
ー
な
ど

■
場
所
・
問
合
せ

　

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
６

－

４
１
８
５

※
当
日
は
、
す
ぱ
ー
く
東
予
、
日

　

泉
ポ
リ
テ
ッ
ク
㈱
西
条
工
場
の

　

駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

東
予
北
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

■
日
時　

５
月
19
日
㈰　

１０
時
３０

分
～
１４
時
３０
分
（
雨
天
決
行
）

■
内
容　

園
児
の
う
た
、
呈
茶
の

接
待
、
移
動
動
物
園
、
ふ
あ
ふ
あ

エ
ア
ポ
リ
ン
、
バ
ザ
ー
、
の
み
の

市
、
ミ
ニ
消
防
自
動
車
乗
車
コ
ー

ナ
ー
な
ど

■
場
所
・
問
合
せ　

　

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
５

－

６
６
８
０

※
当
日
は
、
東
予
南
幼
稚
園
・
保

育
所
の
駐
車
場
も
利
用
で
き
ま
す

が
、
な
る
べ
く
乗
り
合
わ
せ
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

東
予
南
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
愛
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

第18回男女共同参画社会づくり推進県民大会
■日時　６月18日㈫　13時～15時40分
■場所　ひめぎんホール（松山市）
■内容　基調講演、パネルトーク
○基調講演
　講　師：志村なるみ氏　ABC Cooking Studio 取締役
　演　題：ビジネスを育てる女性の力 ～夢・起業・経営～
○パネルトーク
　テーマ：女性の活躍は地域経済活性化の切り札
　　　　　～“起業”と“企業”を考える～
■申込先　愛媛県男女参画・県民協働課　℡089－912－2332
※当日は市の公用バスを運行します。利用をご希望の方は、
　市庁舎本館総務課へご連絡ください。

日本女性会議＜男女共同参画＞2013 あなん
■期間　10月11日㈮・12日㈯
■場所　阿南市スポーツ総合センター（徳島県阿南市）
■内容　基調講演、分科会、交流会など
■主催　日本女性会議＜男女共同参画＞2013あなん実行委員会
　　　　URL  http://www.jwc2013anan.com

男女共同参画社会づくり関連の大会等のご案内

■問合せ　市庁舎本館総務課　男女共同参画係
　　　　　℡0897－52－1205行事の日程・場所等は、変更になる場合があります。

日　時 場　　所行　　事　　名

14日 18：00 東予運動公園野球場
四国アイランドリーグ
公式戦　愛媛VS香川

22日 18：00 東予運動公園野球場
四国アイランドリーグ
公式戦　愛媛VS徳島

17日 18：00 東予運動公園野球場
四国アイランドリーグ
公式戦　愛媛VS高知

３日　9：00
４日　9：00

東予運動公園
野球場ほか西条市少年軟式野球大会

18日　9：00
19日　9：00 ひうち球場ほか

第68回国民体育大会軟式野球
競技成年男子愛媛県選考会

３日　8：00 東予体育館スポーツ少年団大会
（空手道）

19日　8：00 東予体育館スポーツ少年団春季大会
（ミニバス）
石鎚山系
元気ウォーキング大会

11日　9：00 東予運動公園多目的広場
スポーツ少年団第９回リーグ
決勝トーナメント（ソフトボール）

19日 10：30 瓶ヶ森駐車場～土小屋第２駐車場

５月のスポーツカレンダー

31日 18：00 東予運動公園野球場
四国アイランドリーグ
公式戦　愛媛VS高知

　
■
開
催
日
時

　

５
月
10
日
㈮
～
12
日
㈰

　

９
時
～
17
時

　
（
12
日
は
15
時
ま
で
）

■
場
所

　

中
央
公
民
館

■
内
容

　

東
予
文
化
協
会
美
術
部
門
（
日

本
画
、
洋
画
、
書
道
、
写
真
、
版
画
、

工
芸
彫
塑
部
会
）
の
作
品
展
示

■
問
合
せ

　

市
教
育
委
員
会
東
予
分
室
内

　

東
予
文
化
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
７
０
０

【
開
催
日
・
場
所
】

　

５
月
18
日
㈯
・
19
日
㈰

　

総
合
文
化
会
館　

【
美
術
展
】　

■
展
示
時
間

○
18
日　

10
時
～
17
時　
　

○
19
日　

10
時
～
16
時

■
展
示
作
品

　

書
道
、
洋
画
、
水
墨
画
、
陶
芸
、

写
真
、
押
し
花
、
生
花
、
日
本
画
、

俳
画
、
木
彫
、
川
柳

【
芸
能
祭
】

■
公
演
時
間

○
18
日　

12
時
40
分
～
16
時
20
分

○
19
日　

10
時
～
15
時
50
分

■
公
演
内
容

○
18
日　

日
舞

○
19
日　

大
正
琴
、
コ
ー
ラ
ス
、

　

民
謡
・
三
味
線
、
三
曲
、
器
楽

【
問
合
せ
】

　

市
庁
舎
別
館
社
会
教
育
課
内　

　

西
条
文
化
協
会
事
務
局

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
６
２
８

第
20
回　

西
条
市
東
予
文
化

協
会
美
術
展

第
42
回　

西
条
地
域
春
季
市
民

芸
術
文
化
祭

【
第
５
回
東
予
写
真
愛
好
会
作
品
展
】

■
期
間　

　

５
月
１
日
㈬
～
12
日
㈰

　

９
時
～
17
時
（
１
日
は
13
時
か

　

ら
、
12
日
は
16
時
ま
で
）

■
内
容

　

東
予
地
方
で
二
科
展
に
応
募
す

る
写
真
愛
好
家
の
作
品
を
展
示

【
東
部
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

陶
芸
ク
ラ
ブ
作
陶
展
】

■
期
間　

　

５
月
16
日
㈭
～
19
日
㈰

　

９
時
～
16
時

■
内
容

　

ク
ラ
ブ
員
た
ち
が
作
っ
た
作
品

を
小
器
、
食
器
を
中
心
に
展
示

■
場
所
・
問
合
せ　

ひ
う
ち
会
館

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
３

－

１
１
３
１

ひ
う
ち
会
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
会
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■日程　10月29日㈫　開講　２講座・各２時間程度
■内容　①西条市の自然観察
　　　　②大保木の郷土料理と自然体験
■対象・定員　一般・各20人程度

▼ 遊学講座

■日程（各コース６回）
　Ａコース　　６月11日㈫・13日㈭・18日㈫・20日㈭・
　　　　　　　25日㈫・27日㈭　　　13時～15時
　Ｂコース　　７月２日㈫・４日㈭・５日㈮・９日㈫・
　　　　　　　11日㈭・12日㈮　　　19時～21時
　年賀コース　11月21日㈭・22日㈮・28日㈭・29日㈮・
　　　　　　　12月５日㈭・６日㈮　10時～12時　
■内容　Ａコース　：文書作成（ワード）
　　　　Ｂコース　：表計算（エクセル）
　　　　年賀コース：年賀状作成
■対象・定員　一般・各コース14人

▼ 初級パソコン講座 ■日程　６月開講　月１回・土曜日（全10回）
　　　　９時～12時
■内容　パステルクレヨンや折り紙で動物や乗り物等を
　　　　描き、子どもの豊かな感性と表現力を養います。
■必要経費　パステルクレヨン代：2,400円程度
　　　　　　画板・用紙代：1,200円程度
■対象・定員　小学１～５年生・30人程度

▼ 子ども美術講座

■日程　６月開講　月１回（全８回）
■内容　初心者太極拳（４回）　ウォーキング（４回）
■対象・定員　一般・30人程度

▼ 初心者太極拳とウォーキング講座

■日程　６月開講　毎月第１・３水曜日（全17回）
　　　　Ａクラス：10時～　　Ｂクラス：13時30分～
■内容　国際化時代を迎え、国際感覚を高めるため、
　　　　外国人講師による生きた英会話を学習します。
■対象・定員　一般・各クラス20人程度

▼ 英会話講座

■日程　６月開講　毎月第１・３木曜日（全10回）
　　　　19時30分～21時30分
■内容　初心者を対象に中国語の会話を学習します。
■対象・定員　一般・20人程度

▼ 中国語講座

■日程　６月開講　毎月第４土曜日（全10回）10時～12時
■内容　自分が感じたこと感じたままの気持ちを、絵と
　　　　短い言葉で表現し、伝える楽しさを学びます。
■対象・定員　一般・15人程度

▼ 初心者絵手紙講座

　各公民館に設置してある中央公民館講座の案内チ
ラシに申込書が付いていますので、必要事項を記入
して、中央公民館に提出してください。
　各講座とも定員を超えた場合は抽選となります。
※各講座の受講料は無料ですが、画材や学習教材代
　などの実費が必要です。

■申込期間　５月１日㈬～25日㈯
■問 合 せ　中央公民館　℡0898－65－4030

▼ 中央公民館講座の申込方法 ▼

■
開
催
期
間

　

６
月
～
12
月
の
金
曜
日

※
初
回
６
月
７
日
（
全
20
回
）

※
月
に
よ
り
開
講
日
の
変
更
あ
り

■
受
講
時
間　

13
時
～
15
時
30
分

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
対
象　

在
宅
障
害
者

■
定
員　

10
人
程
度
（
先
着
順
）

■
内
容　

障
害
の
あ
る
方
が
ワ
ー

ド
や
名
刺
・
カ
レ
ン
ダ
ー
づ
く
り

な
ど
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
操
作

を
ゆ
っ
く
り
と
学
べ
ま
す
。

■
講
師　

障
が
い
当
事
者
グ
ル
ー

プ　

オ
ン
リ
ー
ワ
ン

■
受
講
料　

１
０
０
０
円
程
度

※
テ
キ
ス
ト
代
な
ど

■
問
合
せ　

西
条
市
障
害
者
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

■
期
間　

５
月
31
日
㈮
～
平
成
26

年
５
月
16
日
㈮
（
全
10
講
座
）

■
申
込
期
限　

５
月
24
日
㈮

■
受
講
料　

１
２
５
０
０
０
円

■
申
込
先

　

㈶
東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

６
６

－

１
１
１
１

URLhttp://w
w
w
.ticc-ehim

e.or.jp/

東
予
産
業
創
造
セ
ン
タ
ー

中
堅
社
員
リ
ー
ダ
ー
養
成
ス
ク
ー
ル

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里
体
験
教
室

【
草
木
染　

春
の
草
で
染
め
る
】

■
日
時　

５
月
13
日
㈪

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時　

■
定
員　

６
人

■
必
要
な
も
の　

エ
プ
ロ
ン

【
申
込
先
】　

石
鎚
ふ
れ
あ
い
の
里

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
９

－

０
２
０
３

※
開
催
日
の
５
日
前
ま
で
に
お
申

　

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
を
超

　

え
た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

■
日
時

　

５
月
19
日
㈰　

９
時
～
12
時

■
場
所

　

西
消
防
署　

実
習
室

■
内
容

　

心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用

方
法
、
止
血
法
、
異
物
除
去
法
な

ど
、
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の

応
急
手
当
を
学
び
ま
す
。

■
申
込
先

○
西
消
防
署
救
急
係

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
８

－

０
１
１
９

○
東
消
防
署
救
急
係　

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
５

－

０
１
１
９

市
民
救
命
士
養
成
講
座
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【
中
国
語
講
座
】

■
日
時

○
初
級　

５
月
７
日
㈫　

開
講　

　
　
　
　

第
２
・
４
火
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

○
中
級　

５
月
９
日
㈭　

開
講　

　
　
　
　

第
２
・
４
木
曜
日

　
　
　
　

19
時
30
分
～
21
時

■
場
所　

徳
田
公
民
館

■
受
講
料

　

年
５
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
別
途
必
要

■
申
込
期
限　

開
講
日
前
日

【
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講
座
】

■
日
時

　

毎
週
日
曜
日　

９
時
～
11
時

■
場
所　

丹
原
公
民
館

■
内
容

○
申
込
不
要
・
受
講
料
無
料

○
入
門
期
か
ら
日
本
語
能
力
試
験

　

受
験
対
策
ま
で
の
５
ク
ラ
ス

○
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
参
照

URLhttp://www.geocities.jp/

　

tbrjpns/index1act.html

【
申
込
先
】　

　

丹
原
町
国
際
交
流
協
会
（
児
玉
）

℡
０
８
９
8

－

６
８

－

０
２
４
６

E ﾒｰﾙtanbarajpn@yahoo.co.jp

丹
原
町
国
際
交
流
協
会

語
学
講
座

■
講
習
期
間
・
時
間

　

６
月
～
平
成
26
年
３
月

（
全
18
回
）

○
幼
児
（
年
長
）・
小
学
生

　

17
時
30
分
～
18
時
15
分

○
中
学
生
・
高
校
生

　

18
時
25
分
～
19
時
15
分

■
場
所　

　

佐
伯
記
念
館
・
郷
土
資
料
館
、

丹
原
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容

　

地
球
サ
イ
ズ
の
友
情
を
築
き
上

げ
て
き
た
松
下
文
治
氏
を
含
む
４

人
の
講
師
に
よ
る
英
会
話
・
マ
ナ

ー
講
座

■
対
象
者
・
定
員

○
幼
児
・
小
学
１
年
生　
　

15
人

○
小
学
２
・
３
・
４
年
生　

15
人

○
小
学
５
・
６
年
生　
　
　

15
人

○
中
学
生　

10
人

○
高
校
生　

10
人

■
受
講
料

　

年
９
０
０
０
円

■
申
込
期
限

　

５
月
23
日
㈭

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選

　

で
決
定
し
ま
す
。

■
申
込
先　

　

丹
原
総
合
支
所
内　

市
教
育
委

員
会
丹
原
分
室　

教
育
振
興
係

国
際
社
会
を
考
え
る
講
座

【臨時休館】　５月13日㈪・27日㈪は清掃作業などのため休館します。
申込先：丹原文化会館　℡0898－68－3555

■ハーモニカ講習会
　日時：第１・３土曜日　９時30分～11時30分
　内容：好きな曲が学べます。Ｃ調ハーモニカ使用。
　受講料：月500円

■ギター講習会
　日時：第１・３土曜日　９時30分～11時30分
　内容：基礎から学びます。アコースティックギター使用。
　受講料：月500円

■和太鼓講習会
　日時：毎週金曜日　19時30分～21時30分
　対象：小学生以上　　内容：基礎から学びます。
　受講料：月1,000円

■子どものキーボード教室
　日時：第２・４土曜日　17時～17時30分
　対象：小学生以上　　内容：基礎から学びます。
　受講料：月500円

■吹奏楽クリニック（楽器別講習会）
　日時：年５回程度
　内容：県内外の講師が10種類の楽器を指導します。
　受講料：１回500円

■合唱講習会
　日時：第２・４土曜日　９時30分～11時30分
　対象：小学生～高校生　　内容：基礎から学びます。
　受講料：月500円

総合文化会館各種講習会総合文化会館各種講習会 丹原文化会館各種講習会丹原文化会館各種講習会
■ギター講習会
　日時：第１・３土曜日　15時～17時　対象：小学生以上
　講師：益田成穂氏　　受講料：月1,500円
■ハーモニカ講習会
　日時：第２・４土曜日　19時～21時　対象：中学生以上
　講師：宇佐美進氏　　受講料：月1,500円

申込先：総合文化会館　℡0897－53－5500

～季節の野菜を使った～ 和食教室
●日時　５月26日㈰　10時～13時30分
●内容　初夏の野菜をつかった料理を作ります。
●講師　日本料理　和敬（わけい）　竹村竜二氏
●定員　20人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2 ,500円
●申込期限　５月20日㈪

和菓子教室
●日時　５月16日㈭　13時～15時30分
●内容　わらびもち・水ようかんを作ります。
●講師　大阪屋　蔵はち　山路梁太氏　
●定員　16人（応募多数の場合は抽選）
●参加費　 2,000円
●申込期限　５月10日㈮
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西
条
市
に
住
ん
で
い
る
、
ま
た

は
来
西
す
る
外
国
人
た
め
に
、
通

訳
を
し
て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集

し
ま
す
。

　

特
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ

ン
語
、
ベ
ト
ナ
ム
語
が
で
き
る
方

の
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

サ
ポ
ー
タ
ー
に
は
、
ご
協
力
が

必
要
な
と
き
に
市
か
ら
連
絡
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
応
募
資
格

　

18
歳
以
上
で
国
際
交
流
や
在
日

外
国
人
支
援
に
関
心
が
あ
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
理
解
と
意
欲

の
あ
る
方
。

■
応
募
先　

市
庁
舎
本
館
総
務
課

　

国
際
交
流
係

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

　

メ
イ
ン
テ
ー
マ
「
大
地
の
恵　

自
然
の
恵　

輝
く
瞳
で
生
み
出
す

力
」
に
沿
っ
た
サ
ブ
テ
ー
マ
を
募

集
し
ま
す
。

　

応
募
作
品
の
中
か
ら
優
秀
作
１

点
、
佳
作
３
点
を
選
び
、
表
彰
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

■
産
業
祭
の
開
催
日

　

１１
月
９
日
㈯
・
１0
日
㈰

■
応
募
方
法　

は
が
き
に
サ
ブ

テ
ー
マ
・
郵
便
番
号
・
住
所
・
氏

名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
５
月

31
日
㈮
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）。

■
応
募
先

　

〒
７
９
３
－

０
０
３
５

　

福
武
甲
２
０
９
３

　

西
条
農
業
高
等
学
校

（
西
条
市
産
業
祭
事
務
局
）

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

３
６
１
１

外
国
語
通
訳
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

第
５6
回
西
条
市
産
業
祭

サ
ブ
テ
ー
マ
を
募
集

■
対
象　

　

病
気
や
そ
の
他
や
む
を
得
な
い

事
由
で
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
方
で
、
平
成

26
年
３
月
31
日
ま
で
に
満
15
歳
以

上
に
な
る
方
（
日
本
国
籍
を
有
し

な
い
方
も
含
む
）

■
試
験
日　

10
月
28
日
㈪

■
場
所　

愛
媛
県
庁

■
願
書
提
出
先　

文
部
科
学
省

■
願
書
受
付
期
間

　

８
月
28
日
㈬
～
９
月
13
日
㈮

■
問
合
せ　

愛
媛
県
教
育
委
員
会

　

義
務
教
育
課

ＴＥＬ
０
８
９

－

９
１
２

－

２
９
４
１

就
学
義
務
猶
予
免
除
者
な
ど
の

中
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験

【
経
営
セ
ミ
ナ
ー
】

■
日
時

　

６
月
６
日
㈭　

10
時
～
12
時　

■
場
所

　

西
条
商
工
会
館
本
所
（
朔
日
市
）

■
テ
ー
マ

　

マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
で
あ
な
た
の

頭
を
や
わ
ら
か
く
！

～
な
り
た
い
自
分
の
実
現
を

　

あ
な
た
も
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
～

■
内
容

　

問
題
解
決
の
た
め
の
ノ
ー
ト
の

書
き
方
「
マ
イ
ン
ド
マ
ッ
プ
」
の

導
入
法
を
通
じ
て
、
タ
イ
ム
＆
タ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ブ
レ
イ
ン

ス
ト
ー
ミ
ン
グ
、
事
業
計
画
、
会

議
術
な
ど
を
学
び
ま
す
。

※
受
講
さ
れ
る
方
は
、
カ
ラ
ー
ペ

　

ン
（
４
色
以
上
）
が
必
要
で
す
。

■
講
師

　

安
田
真
知
子
氏

○
ト
ニ
ー
・
ブ
ザ
ン
公
認
マ
イ
ン

　

ド
マ
ッ
プ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

○
総
合
サ
ー
ビ
ス
コ
コ
ナ
ッ
ツ
ク

　

ラ
ッ
シ
ャ
ー
代
表

【
申
込
先
】　

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

ＴＥＬ
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

ＴＥＬ
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

商
工
会
議
所
セ
ミ
ナ
ー

■募集人数　100人程度
■応募資格　16歳（平成26年４月１日現在）以上の市内在住の方で、６月から
　　　　　　８月に開催する選考会に出席できる方
■応募方法　応募先や各公民館等に設置している応募申込書に、必要事項を記
　　　　　　入して提出をしてください。
　　　　　　※郵送やファックス、電子メールでの提出もできます。
　　　　　　※申込書は市ホームページからダウンロードできます。
■応募期限　５月24日㈮　（必着）
■応 募 先　〒７９３－８６０１　明屋敷１６４
　　　　　　市庁舎本館行政改革推進課内　「千の風」手紙プロジェクト事務局
　　　　　　℡ ０８９７－５２－１４６０　　FAX ０８９７－５２－１２００
　　　　　　Eﾒｰﾙ gyoseikaikaku@saijo-city.jp

　西条市および「千の風」手紙プロジェクトでは、「千の風になったあなたへ贈る手紙」（亡き大切な人への想
いをつづる手紙）を全国募集していますが、その優秀作品の選考に当たり、市民選考委員を募集します。
　市民の皆さんのご応募をよろしくお願いします。

「千の風になったあなたへ贈る手紙」市民選考委員募集

Ｗ41.50
Ｈ47.00

※千の風になったあなたへ贈る手紙は、５月31日㈮が募集期限です。
　皆さんのご応募をお待ちしています。

ＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷＷ4444444444444111.555000000
ＨＨＨＨＨＨ444444777777...000000000000
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●塗物展
期間　～５月31日㈮まで
●企画展示「眞鍋芳生・Tomo父子展」　　
　西条市出身の眞鍋芳生氏は、ライフワ
ークとして陶器や張子などを手掛けてい
ます。芳生氏の三男Ｔｏｍｏ氏は、タイ
の女性たちの作る草木染・手ばた織の布
に魅せられ、10年前にタイへ移住して服
を作っています。
期間　５月18日㈯～26日㈰
絵付教室　張子面や土人形の絵付体験
　５月18日㈯　13時30分～15時30分
　先着20人

【開館時間】９時～16時30分
【５月休館日】月曜日（６日開館）、１日㈬、７日㈫～10日㈮

●松山・東温ふるさとこみち展
　松山・東温地区の社寺、名木などを写真と資料で紹介。
期間　～５月19日㈰まで
●館蔵品展
　館所蔵の美術品を展示。
期間　５月26日㈰～７月15日㈪
●一閑張り（柿渋使用）作り教室－生徒募集－
　柿渋の自然素材を生かした作品ができます。
日時　６月４日㈫・11日㈫　13時30分～15時30分
定員　16人（先着順）　必要な物　竹製ザル１個
材料費　200円　　　　申込期限　５月26日㈰　
●和紙あんどん作り教室－生徒募集－
　西条市特産の手すき和紙を用いて、柔らかい光を放つ
あんどんを作ります。
日時　６月６日㈭・13日㈭・20日㈭　13時～15時
定員　10人（同じ10人で３回実施・先着順）
必要な物　木工用ボンド、カッターナイフ、小筆
材料費　2500円程度　　申込期限　５月26日㈰
【開館時間】９時～18時　　
【５月休館日】月曜日（６日開館）、１日㈬、７日㈫～10日㈮、14日㈫

●かずらアート展
　市内在住の南勝正さん主宰の
「つづら会」によるかずらアー
ト展。身の回りの素材が、リビ
ングなど生活を飾る作品に変身。
期間　５月３日㈮～30日㈭
●北陸地方の石展（２）
　故黒田武恒氏から寄贈された北陸地方の鑑賞石を展示。
期間　５月３日㈮～30日㈭
●火おこし体験
日時　５月12日㈰・26日㈰　11時～15時
申込方法　考古歴史館までお申し込みください。
●考古学講座「石包丁づくり体験」－参加者募集－
日時　５月19日㈰　13時～15時　　場所　加茂公民館
申込方法　考古歴史館へ電話でお申し込みください。
申込期限　５月16日㈭16時
【開館時間】９時～17時　　
【５月休館日】月曜日（６日開館）、１日㈬、７日㈫～10日㈮

●石鎚写真美術館「春の芽吹き」
　オアシス館では、高橋毅氏による石鎚山の写真を常設
展示していますが、このたび春の作品に入れ替えました。
　高橋氏は「５月には、美しく山の女王と呼ばれている
アケボノツツジが見ごろとなり、下旬よりブナ原生林の
芽吹きが始まり、山は美しい新緑を迎えます」とおっし
ゃっています。
●加藤美和作品展
　４月に引き続き、加藤美和さんに
よる静物・風景などの絵画を展示。
期間　～５月31日㈮まで
場所　椿交流館内まちづくり展示コーナー
●椿交流館の出展者募集！
　まちづくり展示コーナーに、あなたの作品を展示して
みませんか？　詳しくはスタッフへご相談ください。

●「子どもの日」無料開放
日時　５月５日㈰　10時～21時　
対象　小・中学生　※１回の利用は２時間以内
●市内小・中学生無料開放日
日時　５月11日㈯　10時～12時
●無料クロール教室
日時　５月25日㈯　10時30分～11時　対象　市内小・中学生
●水中モニターで水泳フォームを確認しませんか！
登録料　市民：無料　市外の方：1000円（年度ごと）
使用料　300円（１回）　　ＤＶＤ録画　200円

【開館時間】10時～21時　【５月休館日】月曜日（６日開館）、７日㈫

●特別展示「新収蔵資料展～掛軸など～」　
　平成24年度、小松温芳図書館・郷土資料室
に寄贈・寄託していただいた掛軸10点以上を
お披露目します。
　３代藩主一柳直卿や近藤篤山先生と次男の
簀山先生などの素晴らしい資料です。
期間　５月３日㈮～６月23日㈰　
【開館時間】９時～17時30分
【５月休館日】水曜日、７日㈫、９日㈭、10日㈮、13日㈪、31日㈮

【開館時間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【５月休館日】オアシス館：無休　　椿交流館：水曜日
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●水彩画教室
日時　５月３日㈮・17日㈮　19時～21時
●木工教室
　４月から制作している「長手盆」を完成させます。
日時　５月11日㈯・25日㈯　13時30分～15時30分
●中高年ピアノ教室
日時　５月15日㈬・22日㈬　13時30分～15時30分
●５月企画展「同美会作品展」
期間　５月２日㈭～23日㈭　※最終日は17時まで
【開館時間】９時～22時　　
【５月休館日】月曜日（６日開館）、１日㈬、７日㈫～10日㈮

●俳句・俳画展
　市内の俳句・俳画の愛好家の作品を展示。
期間　～５月12日㈰まで
●趣味の手芸展
　パッチワーク、創作アップリケ、
ボトルフラワーなど、地域の手芸
愛好家の作品を展示。
期間　５月18日㈯～６月６日㈭

【開館時間】８時30分～17時　　
【５月休館日】月曜日、３日㈮、４日㈯

四国鉄道文化館
●写真展「ふじわら親子が撮る　ＳＬやまぐち号の魅力」
　鉄道写真愛好家藤原郁さん（古川）と子息たちの３人
が撮影した写真など展示。　期間　～６月11日㈫まで
●新幹線こぼれ話
日時　５月３日㈮　11時～
【開館時間】８時～19時
【５月休館日】水曜日　※観光交流センターは無休　　　　　　　　

【開館時間】８時30分～17時　　
【５月休館日】月曜日（６日開館）、１日㈬、７日㈫～10日㈮

▼　プラネタリウム情報　▼
クレヨンしんちゃん　かすかべ防衛隊
投影開始時間（10分前にはお越しください。約40分投影）
　○火～金曜日：13時30分、15時
　○土・日曜日・祝日：
　　11時、13時10分、14時20分、15時30分　
　※第２・４土曜日の11時の
　　１回目は観覧料無料です。
観覧料　50～200円
　　　（幼児、65歳以上の方は無料）

※定員制の行事や教室は早めに、直接または電話で
　こどもの国へ予約してください。

●春季読書マラソン
期間　～５月15日㈬まで　　提出期限　５月31日㈮
※詳細はこどもの国で配布している募集要項、記録用紙
　をご覧ください。
●のみの市　
　ご家庭に不用品があれば、いつでもご提供ください。
日時　５月３日㈮～12日㈰

小学生　定員：20人
材料費：300円　申込用紙あり
申込多数の場合は抽選
申込期限：３月15日㈮

トールペイント

行事・教室名 日　　時 備　　　　考 行事・教室名 日　　時

４日㈯
10：00～12：00

備　　　　考

楽しい英語絵本の読み聞かせ

25日㈯
10：00～12：00

ストーリーテリング
毎週土曜日
（４日除く）
11：00～11：30

囲碁教室

11日㈯
10：00～12：00

５日㈰
13：30～14：30

11日㈯
19：30～21：00

19日㈰
13：30～15：30

18日㈯・19日㈰
13：30～15：00

５歳～小学生　材料費：500円
幼児は保護者同伴　定員：30人
作品のお渡しには１週間ほどかかります。

キッズダンス教室

小・中学生　定員：10人
小学１～３年生は保護者同伴

小学生以上　定員：60人
小学１～３年生は保護者同伴

将棋教室

こどもの国活動
楽しいクッキング

26日㈰
10：00～12：00

12日㈰
10：00～12：00

小学生　定員：20人
材料費：500円
１～３年生は保護者同伴

ポーセラーツ教室
オリジナルの食器を作ろう

12日㈰～全５回
毎週日曜日
13：30～15：30

18日㈯
９：00～15：30

だんじりをかつごう

地球探検教室
今治城

小学３年生以上　参加費：800円
申込期限：５月３日㈮　定員：20人
定員を超えた場合は抽選（雨天決行）

３日㈮
10：00～12：00

トールペイント教室
かぶとを描こう

５歳～小学生　定員：15人
幼児は保護者同伴　材料費：500円
必要な物：牛乳パック

おはなしのへや
毎週土曜日
（４日除く）
14：00～14：30

かみしばい、なぞなぞ、
絵本の読み聞かせなど

エコクラフト教室
かんたんかご作り

小学４年生以上　定員：８人
４年生は保護者同伴
申込期限：５月６日㈪

小・中学生
小学１～３年生は保護者同伴

小学生　定員：20人
動きやすい服装・くつした
必要な物：飲み物、タオル

※次月の行事予定表は、11日㈯からこどもの国にあります。

楽しい電子工作教室
いやしペットボトル

幼児～小学生
幼児は保護者同伴
※ある人は子ども用はっぴ

５日㈰
13：30～15：00

小・中学生
小学１～３年生は初級コース

小学生　定員：20人
材料費：500円

フラワーアレンジメント
母の日のプレゼント

パソコン教室

小学生　材料費：350円
申込締切：５月16日㈭　定員：15人
定員を超えた場合は抽選（電話不可）

太陽や星を見る会
春の星座と月・土星

【開館時間】９時～17時
【５月休館日】月曜日（６日開館）、１日㈬、７日㈫～10日㈮

●特別展示　陣屋周辺の古写真展
　いにしえの風景を懐かしみ、当時
の様子が分かります。
期間　５月３日㈮～６月９日㈰
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●ジャンボお絵かき
　真っ白な大きなキャンバスに、思いっきり自由に絵を描こう。
　作品は、１年間児童館の壁面となります。
　５月５日㈰　10時～15時　対象：幼児・小学生
●ゲーム遊び（要申込）
　５月11日㈯　14時～15時30分　対象：小学生　定員：15人
●リトミック（要申込）
　５月14日㈫・６月11日㈫・９月10日㈫の３回コース
　定員：各クラス親子10組
　①10時～10時30分　　　１歳６カ月～２歳未満のクラス
　②10時40分～11時10分　２歳以上のクラス
●おはなし会
　５月25日㈯　11時～11時30分　対象：幼児・小学生

●こども映画会「メリダとおそろしの森」
　５月５日㈰　13時30分～15時　対象：小学生
●かんたん手芸「卓上飾り」（要申込）
　５月８日㈬　15時30分～16時30分
　対象：幼児・小学生　定員：15人
●茶道クラブ
　５月11日㈯　10時～12時　対象：幼児・小学生
●ゲーム大会（要申込）
　５月11日㈯　13時30分～14時30分
　対象：幼児・小学生　定員：20人
●リズム教室
　５月18日㈯　10時30分～11時30分　対象：幼児～小学３年生

●お楽しみ工作　５月５日㈰　10時～16時　先着：30人　
●丹原わくわくフェスタ（要申込）
　人形劇「ごんべ劇団」がやってくる！その他の楽しいゲーム
　遊びやお楽しみ抽選会もあります。
　６月１日㈯　10時～11時30分　対象：幼児・小学生
　定員：50人　受付：５月14日㈫～

●こども映画会「おおかみこどもの雨と雪」
　５月５日㈰　13時30分～15時30分
●かんたん工作「ビーズのキーホルダー」
　５月11日㈯　13時30分～14時30分
　５月12日㈰　10時30分～11時30分　
　対象：幼児・小学生　　定員：なし
●クラブ員募集（要申込）
　平成25年度より「にこにこクラブ」を
　始めます。毎月１回（土曜日）に手芸
　や工作、クッキングなどに参加してみ
　ませんか？
　対象：小学生　定員：10人

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。
【５月休館日】月曜日、３日㈮、４日㈯

西条図書館：大町1590　℡0897－56－2668
東予図書館：周布427　 ℡0898－65－4797
丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　℡0898－68－8711
小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　℡0898－72－5634

●３日・17日（金曜日）
オレンジハイツグラウンド　10：00～10：40
グリーンハイツグラウンド　10：50～11：30
玉津小学校　　　　　　13：00～13：30
田滝小学校　　　　　　14：20～14：50
田野公民館　　　　　　15：10～15：20
●10日・24日（金曜日）
船屋集会所　　　　　　10：00～10：40
玉津団地集会所　　　　10：50～11：20
西条小学校　　　　　　13：00～13：30
桜樹公民館　　　　　　14：30～15：00
●４日・18日（土曜日）
楠河公民館　　　　　　10：00～10：30
庄内小学校　　　　　　10：50～11：20
国安公民館　　　　　　11：40～12：00
多賀小学校　　　　　　13：10～13：40
周布小学校　　　　　　13：50～14：20
吉井公民館　　　　　　14：30～15：00
伊曽乃神社鳥居前　　　15：20～15：40
●12日・26日（日曜日）
千野々バス停前　　　　９：30～10：00
兎之山集会所　　　　　10：20～10：50
舟形バス停横　　　　　11：00～11：30
大郷集会所　　　　　　13：30～14：00
志川集会所　　　　　　14：20～14：50
中川公民館　　　　　　15：00～15：30

●13日・27日（月曜日）
野々市集会所　　　　　10：00～10：30
旧西田郵便局横　　　　10：40～11：10
壬生川小学校　　　　　13：00～13：30
東予北地域交流センター　13：50～14：20
庄内公民館　　　　　　14：40～15：20
●７日・21日（火曜日）
飯岡西原集会所　　　　10：00～10：40
飯岡戻川集会所　　　　10：50～11：20
橘小学校　　　　　　　13：00～13：30
西条西部公園　　　　　13：40～14：10
石根公民館　　　　　　14：30～15：00
●１日・15日・29日（水曜日）
大谷西　　　　　　　　10：00～10：30
西福寺入口　　　　　　10：40～11：10
神戸小学校　　　　　　13：00～13：30
神戸公民館　　　　　　13：40～14：10
氷見公民館　　　　　　14：20～14：50
ウイングサポートセンター　15：10～15：40
●８日・22日（水曜日）
橘公民館　　　　　　　10：00～10：30
グループホームまなべ駐車場　10：40～11：10
飯岡小学校　　　　　　13：00～13：50
生涯学習の館　　　　　14：00～14：40
港新地集会所　　　　　14：50～15：20
●２日・16日・30日（木曜日）
若葉町みんなの広場　　10：00～10：30
ファミリーハイツ北公園　10：40～11：20
禎瑞小学校　　　　　　13：00～13：30
徳田公民館　　　　　　14：00～14：40
吉岡公民館　　　　　　15：00～15：30

※児童福祉週間について
　国では、子どもの健やかな成長について国民全体で考えること
を目的に、毎年５月５日の「こどもの日」から１週間を「児童福
祉週間」と定めています。児童館でもさまざまな催しを行ってい
ますので、ぜひご参加ください。

【開館時間】　西条図書館：９時～22時
　　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時
【５月休館日】　西条図書館：31日㈮　
　　東予図書館：月曜日（６日開館）、１日㈬、７日㈫～10日㈮、
                14日㈫、31日㈮
　　丹原図書館：金曜日（３日開館）、７日㈫～９日㈭、13日㈪、
                14日㈫、31日㈮
　　小松温芳図書館：水曜日、７日㈫、９日㈭、10日㈮、13日㈪、
                    31日㈮

西条図書館
○ぴょんぴょんお話会
　５月11日㈯　15時～16時　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会
　５月22日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時　
　対象：乳幼児以上
東予図書館
○ころころどんぐりお話会
　５月15日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館
○ばらっこおはなし会
　５月11日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会
　５月23日㈭　10時30分～11時　　対象：乳児
小松温芳図書館
○おはなし会　　５月25日㈯　10時30分～　　対象：幼児以上

※その他の講座は各館で配布の「図書館だより」をご覧ください。
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＜材　料＞
　空豆 ‥‥ 10本　　てんぷら粉 ‥‥ 半カップ

＜作り方＞
　空豆をサヤから出して薄皮をむき、水で溶いた
てんぷら粉をまぶして、180度の油で揚げる。

ふるさと産品通信

旬の西条産品

アムスメロン
　アムスメロンは品種改良によって誕生し、父系がオランダ系品
種であるため、オランダの首都のアムステルダムからアムスと名が
付いたとされています。カリウムが多く、塩分を排出する働きから、
体のむくみを取ったり、高血圧・動脈硬化の予防の効果があります。
　周桑地域は県内一のアムスメロンの産地で、糖度14度を基準とし
た厳しいサンプル検査ののちに、周ちゃん広場で販売されています。

　「アムスメロン栽培は難しい。お客様の口に入るまで気が抜けません」と
栽培歴30年の戸田さん。
　大玉でネット（網目）が入って糖度の乗った高品質が目標。買ってくれる
方に喜んでもらいたいとの思いから、ベテランの戸田さんでも土づくり、温
度管理、水管理にとにかく神経をすり減らすとのこと。
　「子どもさんがメロンを食べてニコッとする笑顔を思い描いて、愛情を込
めて作っています」とおいしさの秘密を教えてくれました。
　人気が高くなかなか手に入らない周桑のアムスメロンですが、周ちゃん広
場に５月下旬から出荷され、６月の中旬に出荷のピークを迎えます。
　ぜひ地域を代表する旬の食材「アムスメロン」をお召し上がりください。

周桑アムスメロンの人気の秘密

＜材　料＞
　トマト ‥‥ ２個
　マリネ液：酢‥大２／オリーブオイル‥大１／
　　　　　　砂糖‥小１／塩・コショウ‥適量
＜作り方＞
　トマトをくし形切りにして、調味料を合わせた
マリネ液につける。

問合せ　市庁舎本館ブランド戦略課　℡0897－52－1380

【取材協力者】
ＪＡ周桑メロン部会（会員数41人）
部会長　戸田公彦さん
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▲

10
年
前
の
自
分
の
作
品
を
手
に

     

ま
る
で
昨
日
の
こ
と
よ
う
に…

　郷土の力強いシンボルである「石
鎚山」の魅力について、改めて見つ
めなおす機会を設けようと開催され
た「西条市ふれあいステージ　石鎚
山の魅力を語る」。
　第一部は市内在住の写真家・三浦
聖さんに、石鎚の魅力や撮影エピソ
ードなどをトークショー形式で、ま
た第二部では西条市出身のテノール
歌手・秋川雅史さんに、歌を交えた
ステージで石鎚に寄せる思いについ
ても語っていただきました。
　会場の総合文化会館を２階席まで
埋めた来場者の皆さんは、素敵なお
話や歌声に時を忘れて聞き入ってい
ました。

3/20  石鎚山の魅力を 再発見 ！　～悠久の歴史をはぐくみ人々の暮らしを支える霊峰～

▲

石
鎚
の
姿
を
背
に
熱
唱
す
る
秋
川
さ
ん

▲ 三浦さん(右)のトークショー

▲
三
浦
さ
ん
の
写
真
展
も
開
催

　音楽を創り上げる最も基礎となる要素「アンサンブル」に焦点
を当てた少人数編成合唱団による「第６回声楽アンサンブルコン
テスト全国大会2013」に、県代表として出場を決めた西条北中学
校合唱部の代表が市役所を訪れ、大舞台を前に「気持ちをそろえ
て美しいハーモニーを響かせたい」と決意を語ってくれました。

　土地本来の植生に着目した植樹活動を展開している横浜国立大
学の宮脇昭名誉教授のご指導の下、現在整備中の市道「船屋王至
森寺線」の道路斜面にシイ・タブ・カシなどの苗木約５千本が植
えられました。参加した約500人のボランティアの皆さんは、時
折吹き抜ける冷たい風をものともせず、大きく育つことを祈りな
がら１本ずつていねいに植えつけていました。

　国道194号のさ
らなる利用促進の
ために実施された、
社会実験バスツア
ー第二弾の目的地
は高知県いの町。
　一行はまず、屋形
船で仁淀川のゆる
やかな流れと雄大
な景色を楽しんだ
後、土佐和紙の紙す
きを体験したり、ま
ったりと温泉につ
かったりして、早春
の土佐路を満喫し
ていました。

　平成24年度の土砂災害防止に関する作品コンクールにおいて、
楠河小６年(当時)の小林海斗君と丹原東中１年(当時)の前崎悠人
君が、ともに作文の部で県砂防協会会長賞を受賞しました。小林
君は「防災を広めよう」と題し防災教育を通じて具体的に考えた
ことを、前崎君は地域の一員としての心構えを「土砂災害から生
き残る」と、それぞれ力強く言葉にしたことが評価されました。

　平成15年３月27日に「僕
の、私の未来を描こう」と
題して開催された、絵と作
文コンテストで入賞した作
品を入れたカプセルが、松
山自動車道の石鎚山ハイウ
ェイオアシス園地内に埋め
られました。
　それからちょうど10年目
となるこの日、掘り返され
て出てきた小学４年生当時
の自分の文字や絵に触れた
今ではもう20歳となった元
入賞者の皆さんは、一気に
あのころのみずみずしい感
性を呼び戻していました。

3/10  道路斜面に 5000本の苗木 を植樹

感動の歌声 を全国に　西条北中合唱部

祝！ 土砂災害防止に関する作品コンクール入選

3/3  国道194号 で行く早春のバスツアー

3/27  「想い」の詰まったタイムカプセルを発掘

▲
３
月
21
日
に
福
島
県
で
開
催
さ
れ
た

      

大
会
で
は
、見
事「
優
良
賞
」を
受
賞
！

      

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

▲ 仁淀川を渡る早春の風を感じながらの遊覧

▲
み
ん
な
で「
や
っ
た
ど
ー
っ
！
」

▲
参
加
者
に
レ
ク
チ
ャ
ー

                

す
る
宮
脇
先
生

▲
小
林
海
斗
君

▲
前
崎
悠
人
君
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俳
　
句	

　
　
　
　
　

横

山

容

子

選

春
告つ

ぐ
る
野
草
生お

ひ
初そ

む
散
歩
道

　
　
　
一
色
早
苗

後
ろ
髪
き
つ
く
束
ね
て
土つ

く

し筆
摘
む

　
　
　
越
智
幸
子

春
う
ら
ら
ク
レ
ー
ン
の
動
き
さ
ま
ざ
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
忠
子

桜
の
香
風
や
は
ら
か
く
運
び
を
り

　
　
　
藤

　
　
泉

畏か
し
こみ

て
心
静
も
る
伊
勢
参

　
　
　
　
　
藤
田
千
代
子

お
日
様
に
届
け
と
ば
か
り
半は

ん
せ
ん
ぎ

仙
戯

　
　
　
加
藤
鈴
美

啓け
い
ち
つ蟄

や
児こ

の
声
弾
む
縄
電
車
　
　
　
　
　
野
村
真
澄

遅ち

ち々

と
し
て
春
の
お
と
ず
れ
あ
と
一
歩
　
岡
本
幸
子

　
川
　
柳	

　
　
　
　
　

平

尾

忠

文

選

人
生
の
道
草
一
人
廻
り
道
　
　
　
　
　
　
神
尾
禮
子

つ
ぼ
み
で
も
歌
っ
て
踊
る
花
見
酒
　
　
　
二
神
里
美

妻
か
ら
の
感
謝
の
言
葉
あ
り
が
と
う
　
　
川
滝
陽
子

独
り
居
は
気
楽
に
テ
レ
ビ
ボ
ケ
防
止
　
　
竹
田
幸
栄

後
一
段
い
つ
も
手て

す

り摺
に
救
わ
れ
る
　
　
高
橋
ト
シ
子

一
等
米
一
度
食
べ
た
い
き
の
こ
め
し
　
　
真
鍋
正
利

葉
一
枚
笑
顔
包
ん
で
桜
餅
　
　
　
　
　
　
三
好
清
信

コ
ン
ビ
ニ
で
夜
中
の
マ
ス
ク
気
が
引
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
武
田
智
明

　
短
　
歌	

　
　
　
　
　
　
藤

田

虎

雄

　
選   

夕
暮
れ
の
野
の
道
ゆ
け
ば
末
枯
れ
た
る
葦
に
黄
の
蝶

が
羽
た
た
み
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梶

　
末
子

一ひ
と
く
わ鍬

に
堀
れ
ば
里
芋
子
沢
山
乳
飲
み
子
の
ご
と
親お

や芋

に
縋す

が

れ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
伊
東
ま
ゆ
み

紫あ

じ

さ

い

陽
花
の
少
し
綻

ほ
こ
ろ

ぶ
芽
に
気
付
き
床
の
万お

も

と

年
青
か
ら

バ
ト
ン
が
渡
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
垂
水
多
喜
代

人
生
の
茨

い
ば
ら

の
道
を
が
む
し
ゃ
ら
に

　
な
り
ふ
り
も
な

く
　
ひ
た
走
る
我

　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
と
し
み

存
分
に
春
の
野
山
を
歩
き
た
き
我
れ
の
望
み
は
叶
ふ

事
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
田
喜
代
子

白
い
羽
根
の
ポ
ス
ト
に
入
れ
た
い
こ
の
気
持
長
き
思

ひ
出
の
長
き
お
礼
状

　
　
　
　
　
　
　
　
竹
田
幸
栄

満
開
の
桜
の
下
に
笑え

み
て
立
つ
父
の
姿
の
今
年
は
無

く
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
野
菊
枝

へ
だ
て
無
く
友
と
遊
べ
る
春
の
日
は
米
寿
の
我
れ
の

最
良
の
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
百
合
子

■
俳
句
・
川
柳
・
短
歌　

作
品
募
集

　

作
品
は
、
読
み
や
す
い
書
体
（
楷か

い
し
ょ書

等
）
で
作
成
し
、

俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
別
を
書
き
、
漢
字
に
は
ふ
り
が

な
を
振
り
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
明
記
し
、
毎

月
１
日
ま
で
に
担
当
課
へ
郵
送
・
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
先　

　

〒
７
９
３
―
８
６
０
１　

明
屋
敷
１
６
４

　

市
庁
舎
本
館　

総
務
課　

広
報
情
報
係

　

ＴＥＬ
０
８
９
７
―
５
２
―
１
２
０
４
（
直
通
）

　市民一人一人が大切にされる温かい人権文化のまちづくりを進めるため、カウンセラー養成講座を開催し
ます。子育てや人間関係に不安をお持ちの方にもきっと役立つ内容ですので、ぜひお申込みください。

～心通い合う温かい人権文化のまちづくりをめざして～
平成25年度 西条市カウンセラー養成講座（初級コース）

【日　　時】　①６月22日㈯　13時～17時　　②６月23日㈰　９時～17時
　　　　　　　③７月20日㈯　13時～17時　　④７月21日㈰　９時～17時　　計22時間
【会　　場】　総合福祉センター研修室２　　【講　師】えなカウンセリングスクール　代表　南修治先生
【募集人数】　99人（応募者多数の場合、市内在住者・勤務者優先で抽選を行い、抽選に漏れた方にのみ、
　　　　　　　６月７日㈮までに通知します。通知のない方は、筆記具と下敷きを持ってご来場ください。）
【申込期限】　５月24日㈮
【申込方法】　西条市教育委員会人権教育課、教育委員会各分室、各公民館に受講申込書を設置しています。
　　　　　　　必要事項をご記入のうえ、設置場所に提出してください。市のホームページにも申込書を掲
　　　　　　　載していますので、印刷のうえご利用ください。
【Ｕ Ｒ Ｌ】　http://www.city.saijo.ehime.jp/khome/jinkenkyoiku/index.html
【問 合 せ】　市庁舎別館人権教育課　人権教育係　℡0897－52－1360
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テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
で
は
、
ボ
タ
ン

を
押
せ
ば
簡
単
に
相
手
を
殺
し
た

り
生
き
返
ら
せ
た
り
で
き
ま
す
。

　

そ
う
し
た
影
響
で
、
子
ど
も
た

ち
の
中
に
「
生
と
死
」
そ
し
て

「
人
間
の
命
」
と
い
う
も
の
の
現

実
感
が
薄
れ
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
５
年
に
長
崎
県
が
「
生

と
死
」
に
関
す
る
意
識
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。

　
「
死
ん
だ
人
が
生
き
返
る
と
思

い
ま
す
か
」
と
い
う
質
問
に
対
し

て
、
小
学
６
年
生
は
13
・
１
パ

ー
セ
ン
ト
が
、
中
学
２
年
生
で
は

18
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
が
「
生
き
返

る
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

　

命
の
有
限
性
は
、
子
ど
も
に

と
っ
て
必
ず
し
も
自
明
の
理
で
は

な
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
あ
る
所
で
、
小
学
生
を
対

象
に
し
た
調
査
で
は
、
葬
儀
に
参

加
し
た
経
験
の
あ
る
子
ど
も
と
経

験
の
な
い
子
ど
も
を
比
べ
た
場
合
、

葬
儀
に
参
加
し
た
経
験
の
な
い
子

ど
も
の
方
が
「
人
は
死
な
な
い
」

と
答
え
る
割
合
が
多
か
っ
た
そ
う

で
す
。

　

今
日
、
火
葬
場
で
子
ど
も
の
姿

を
見
る
こ
と
は
少
な
く
な
り
ま
し

た
。
火
葬
場
は
、
人
間
の
生
と
死

を
感
覚
と
し
て
子
ど
も
た
ち
に
教

え
る
大
切
な
教
室
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

人
間
は
ど
れ
ほ
ど
多
く
の
人
と

の
関
わ
り
の
中
で
生
き
て
き
た
か
、

そ
し
て
多
く
の
人
々
の
い
ろ
い
ろ

な
思
い
の
中
で
送
ら
れ
て
い
く
か
、

別
れ
が
あ
る
か
ら
こ
そ
人
と
の
出

会
い
は
よ
り
貴
重
な
も
の
で
あ
る

と
い
う
こ
と
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

日
野
原
重
明
医
師
は
、
「
子
ど

も
た
ち
に
死
者
を
見
せ
火
葬
場
へ

も
連
れ
て
行
き
、
焼
か
れ
る
と
こ

ろ
を
見
せ
た
方
が
い
い
。
そ
れ
を

し
な
い
か
ら
、
人
間
が
死
ぬ
と
い

う
こ
と
が
ぴ
ん
と
こ
な
い
し
、
命

を
粗
末
に
す
る
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
を
育
て
る
大
き
な
課
題

の
一
つ
に
、
「
し
っ
か
り
と
死
を

見
せ
る
」
と
い
う
こ
と
も
大
切
な

よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

死
に
ゆ
く
も
の
が
あ
る
か
ら
こ

そ
、
新
た
に
生
ま
れ
る
生
も
あ

る
。
死
は
悲
し
い
も
の
で
は
あ
る

が
、
そ
の
悲
し
み
を
乗
り
越
え
て

自
分
の
生
を
生
き
き
っ
て
い
く
と

と
も
に
、
他
の
生
命
も
大
切
に
す

る
、
そ
ん
な
姿
勢
を
子
ど
も
も
大

人
も
求
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

「生と死」を見つめること
西条市教育委員会№101

　

次
の
方
々
か
ら
ま
ご
こ
ろ
銀
行
へ
、
ご
厚
志
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
順
不
同　

敬
称
略
）

■
個
人

○
柳
瀬
英
子
（
壬
生
川
）

■
各
種
団
体

○
愛
媛
県
東
予
地
方
局
課
税
課

○
西
条
歌
謡
同
好
会

○
愛
媛
県
東
予
地
方
局
税
務
管
理
課

○
㈱
こ
っ
こ
ー

○
林
子
ど
も
会

図書が寄贈されました
　３月22日に、社団法人伊予西条法人会から、昨年
に引き続き西条図書館に図書が寄贈され、星加隆夫
会長から目録が手渡されました。
　寄贈された児童図書は、西条図書館の蔵書として
来館者の皆さまにご利用いただきます。

図書が寄贈されました
　国際ソロプチミスト西条（宇佐幸子会長）が、３
月26日に開催した竹田恒泰チャリティー講演会「日
本はなぜ世界でいちばん人気があるのか」の収益金
で、西条図書館に図書を寄贈されることとなり、講
演会会場にて宇佐会長から、青野市長に目録が手渡
されました。

　寄贈された児童図書は、
これまで寄贈いただいた図
書とともに、西条図書館の
蔵書として来館者の皆さま
にご利用いただきます。

農業に関する副読本が
寄贈されました

　３月26日に、ＪＡ周桑およびＪＡ西条から、農業
に関する副読本「農業とわたしたちのくらし」が寄
贈されました。この副読本には、農業と食生活との
関わりや農業の現状についての学習資料が掲載され
ており、小学５年
生を対象に、社会
科や総合的な学習
の時間、食育の指
導等で活用させて
いただきます。
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■行政相談
○５月７日㈫・６月４日㈫　10時～12時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○５月14日㈫　13時～15時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○５月14日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
　５月28日㈫　９時～12時　中川公民館
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線229
○５月24日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線215
■人権相談
○６月３日㈪　９時～16時　大町公民館
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1243
○６月３日㈪　９時～16時　壬生川公民館
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
○６月３日㈪　９時～16時　丹原福祉センター
　問合せ　丹原総合支所総務課　℡0898－68－7300内線229
○６月３日㈪　９時～16時　小松総合支所
　問合せ　小松総合支所総務課　℡0898－72－2111内線215
○月～金曜日（祝日は除く）　８時30分～17時15分
　松山地方法務局西条支局
　問合せ　松山地方法務局西条支局　℡0570－003－110
　　　　　西条人権擁護委員協議会　℡0897－56－0188
■法律相談
　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。先着順（予約受付は５月１日㈬～）
○５月８日㈬・22日㈬　13時～17時　市庁舎本館市民生活課
　問合せ　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1493
○５月15日㈬　13時～17時　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　東予総合支所総務課　℡0898－64－2700内線134
■消費生活相談　　月～金曜日（祝日除く）　
○８時30分～17時15分　市庁舎本館市民生活課　℡0897－52－1495
　　　　　　　　　　　各総合支所総務課（電話番号は14頁上段掲載）
○９時～19時　愛媛県消費生活センター　℡089－925－3700
■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　５月21日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）
　市民会館（東予総合支所隣）
　問合せ　愛媛県司法書士会　℡0898－68－3373　担当：池田
■不動産無料相談
　５月８日㈬　13時～15時　西条宅建協会（明屋敷57－11兵庫ビル２階）
　問合せ ・ 主催　宅建協会西条支部　℡0897ー55ー0988
■無料不動産相談
　５月10日㈮　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　℡0898－64－5000
　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所
■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時
　℡0897－52－2828（青少年育成センター）
◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）
　土・日曜日　10時～15時　総合福祉センター（もてこい元気館）
　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」　℡0897－55－1018
※５月18日㈯　10時～12時　らっこ・はうす（東予南保育所内）
　でも専門的相談を実施します。
◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）
　○ひだまり　　総合福祉センター内　℡0897－55－1018
　○おさなごゆめの城　飯岡保育園内　℡0897－55－2311
　○らっこ・はうす　東予南保育所内　℡0898－64－3112
　○たんぽぽくらぶ　小松東保育所内　℡0898－72－2538
　○さくらんぼ　中川さくら保育園内　℡0898－73－2141
■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）
　市庁舎別館女性児童福祉課、東予総合支所市民福祉課
◆婦人相談（ＤＶ相談含む）
　月・火・木・金曜日（祝日除く）市庁舎別館女性児童福祉課
　毎週水曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆母子自立相談
　火・水・金曜日（祝日除く）　　市庁舎別館女性児童福祉課
　月・木曜日（祝日除く）　　　　東予総合支所市民福祉課
◆ＤＶ専門相談（夫やパートナーからの暴力についての相談）
　毎週水曜日（祝日除く）　市庁舎別館女性児童福祉課
　問合せ　市庁舎別館女性児童福祉課　℡0897－52－1373
　　　　　東予総合支所市民福祉課　　℡0898－64－6767
■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　℡0897－53－0880
　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時
○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　℡0898－64－2600
　月・金曜日（祝日除く）　９時～12時
○丹原福祉センター　℡0898－76－2433
　毎週火曜日（祝日除く）　９時～12時
○小松地域福祉センター　℡0898－72－6363
　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時
　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所
■補聴器相談会
　５月15日㈬　10時～15時　市庁舎本館１階1 0 2 会議室
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　市庁舎別館社会福祉課　℡0897－52－1214
■精神障害者の家族相談会
　５月16日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室
　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）℡0897－53－1803
■お酒の悩み相談
　５月22日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　℡0897－55－8030　担当：辻本
■社会保険等相談
　５月９日㈭　10時～16時　市民会館２階第６会議室
　問合せ　市庁舎本館商工労政課　℡0897－52－1482
■東予若者サポートステーション出張相談会
　５月14日㈫・21日㈫　13時～17時（完全予約制）　ハローワーク西条
　問合せ　東予若者サポートステーション　℡0897－32－2181

～憲法週間行事～
弁護士会による無料法律相談 日　　時　６月３日㈪　９時～21時

電話番号　０１２０－４５９－７３７（フリーダイヤル）
　　　　　携帯電話からの相談も可能（予約不要）
相談内容　差別待遇、暴行・虐待、いじめ、プライバシー
　　　　　の侵害など、家庭や近隣関係などにおける人権
　　　　　問題に関するあらゆる相談（秘密厳守・無料）
相談担当　人権擁護委員・法務局職員
問 合 せ　松山地方法務局　℡089－932－5798

四国一斉「人権擁護委員の日12時間電話相談」

日　時　５月13日㈪　10時～15時　
場　所　松山地方裁判所西条支部
受　付　当日受付（10時～11時30分、13時～14時30分）
主　催　愛媛弁護士会西条支部
後　援　松山地方裁判所西条支部
　　　　松山家庭裁判所西条支部
問合せ　松山地方裁判所西条支部　℡0897－56－0652
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10日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

13日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

２日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

８日㈬　９：30～11：00　丹原公民館

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター
■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：13時30分～16時
○中央保健センター　５月７日㈫・６月３日㈪
○東予保健センター　５月13日㈪・６月10日㈪
○丹原保健センター　５月20日㈪・６月24日㈪
○小松保健センター　５月27日㈪・６月17日㈪
■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　５月２日㈭　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　５月28日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300
■５月の献血日程
◆パルティ・フジ東予店
　５月15日㈬　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
（東予ライオンズクラブ協力による開催）
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター
　　　　東予：東予保健センター
　　　　小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート
　　　　　　（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへ
　ご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

14日㈫
16日㈭

28日㈫

15日㈬
９日㈭

21日㈫
23日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成25年１月１日～
１月31日の出生児

平成25年１月１日～
２月28日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成23年10月１日～
10月31日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成22年４月１日～
４月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、
　　　　　　　　　理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、
　　　　　　　　　内側から美しくなる

▼食事のツボ講座　５月・６月の日程等 　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

６月28日㈮

６月17日㈪

バランス編 受講時間

　予防接種法等関連法令の改正により、制度が大幅に変更されました。改正された主な内容は、ヒトパピ
ローマウイルス感染症（子宮頸がん）・Ｈｉｂ感染症（ヒブ）・小児の肺炎球菌感染症の３ワクチンを定
期接種へ追加することなどです。

※小学６年生～高校１年生相当の女子：平成９年４月２日～平成14年４月１日生まれの方
※中学校１年生：平成12年４月２日～平成13年４月１日生まれの方
※標準的な接種年齢を逃した場合、Ｈｉｂ感染症および小児の肺炎球菌感染症にあっては、接種開
　始年齢により接種回数が異なります。詳しくは、保健センターへお問い合わせください。

予防接種法改正の内容

■東予周桑支部
　日　時　６月１日㈯　14時30分～16時30分
　会　場　東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）
　対　象　小学生未満
　内　容　歯磨き教室、歯の健康相談、フッ素塗布
　　　　　※記念品（歯ブラシ）プレゼント
　問合せ　黒河歯科医院
　　　　　TEL 0898－68－7273

１．実施日　　　　　　平成25年４月１日～
２．主な変更内容　　　新たな予防接種の追加（追加される予防接種の対象疾病は次のとおり）

Ｈｉｂ感染症
（ヒブ）

種　　別 対象年齢 接　種　期　間 標準的な接種年齢

小児の肺炎
球菌感染症

ヒトパピローマ
ウイルス感染症
（子宮頸がん）

４週間～８週間 生後２カ月～７カ月
未満で接種開始

中学１年生

生後２カ月～
60カ月未満

小学６年生～
高校１年生
相当の女子

生後２カ月～
60カ月未満

区　分

初　回

初　回

追　加

追　加

サーバリックス
（２価ワクチン）
を接種する場合

ガーダシル
（４価ワクチン）
を接種する場合

初回終了後
７カ月～13カ月

27日以上

初回終了後
60日以上

【２回目】
１回目接種後
１カ月～2.5カ月

【３回目】
１回目接種後
５カ月～12カ月

【２回目】
１回目接種後
１カ月以上

【３回目】
２回目接種後
３カ月以上

生後２カ月～７カ月
未満で接種開始

回数

３回

３回

１回

１回

３回

■西条支部
　日　時　６月２日㈰　９時～11時30分
　会　場　総合福祉センター（もてこい元気館）
　内　容　フッ素塗布、ブラッシング指導、
　　　　　歯周病健診、顕微鏡で見るお口の細菌、
　　　　　咬合力（かむ力）測定、口臭測定
　問合せ　まつまえ歯科医院
　　　　　TEL 0897－58－2234

５月24日㈮

５月20日㈪

カロリー編

丹原保健センター ６月13日㈭

小松保健センター ６月21日㈮

14日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

21日㈫　10：00～11：00　玉津公民館

　毎年５月１日から５月31日までの間に、
赤十字社員増強運動（赤十字募金）が全国
一斉に展開されます。
　この募金は、自然災害などの被災者への
援助物資や見舞金の支給など、さまざまな
事業に活用されています。2011年に発生し
た東日本大震災での赤十字の救護活動も、
皆さまからの募金が原資となりました。
　皆さまの温かいご理解、ご協力をお願いします。

■問合せ　市庁舎別館社会福祉課総務福祉係
　　　　　TEL 0897－52－1288
　　　　　各総合支所市民福祉課
　　　　　福祉係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）
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10日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

13日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

２日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

８日㈬　９：30～11：00　丹原公民館

■赤ちゃん健康情報
◆ぽかぽか広場
　妊娠や出産、育児などについての相談や
情報交換が行えます。
　相談には助産師・保育士・保健師・栄養
士などの専門スタッフが応じ、問題解決に
向けて一緒に考えます。
※２週間以内に感染症にかかった方、接触
　された方、治って間もない方の来場は、
　ご遠慮ください。
○日時　毎週火曜日（祝日除く）
　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）
○場所・問合せ　中央保健センター
◆チェリーくらぶ
　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお
しゃべりのできる空間を提供しています。
○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）
　　　　９時～16時
○場所・問合せ　小松保健センター
■成人向け健康相談
◆健康栄養相談（予約制）
　受付時間：13時30分～16時
○中央保健センター　５月７日㈫・６月３日㈪
○東予保健センター　５月13日㈪・６月10日㈪
○丹原保健センター　５月20日㈪・６月24日㈪
○小松保健センター　５月27日㈪・６月17日㈪
■西条保健所情報
◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）
　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時
◆骨髄バンク登録（要予約）
　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時
◆精神保健相談（要予約）
　５月２日㈭　13時30分～15時30分
◆難病医療相談（要予約）
　５月28日㈫　13時30分～15時30分
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300
■５月の献血日程
◆パルティ・フジ東予店
　５月15日㈬　10時～11時30分
　　　　　　　12時30分～16時
（東予ライオンズクラブ協力による開催）
○問合せ　西条保健所　℡0897－56－1300

※場所　中央：中央保健センター
　　　　東予：東予保健センター
　　　　小松：小松保健センター
※必要な物　母子健康手帳・アンケート
　　　　　　（育児のしおり内）
※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへ
　ご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

14日㈫
16日㈭

28日㈫

15日㈬
９日㈭

21日㈫
23日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成25年１月１日～
１月31日の出生児

平成25年１月１日～
２月28日の出生児13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成23年10月１日～
10月31日の出生児

13：00～14：00 中央
東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成22年４月１日～
４月30日の出生児13：00～14：00 中央 西条

内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、
　　　　　　　　　理想の体重に近づこう
　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、
　　　　　　　　　内側から美しくなる

▼食事のツボ講座　５月・６月の日程等 　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

６月28日㈮

６月17日㈪

バランス編 受講時間

　予防接種法等関連法令の改正により、制度が大幅に変更されました。改正された主な内容は、ヒトパピ
ローマウイルス感染症（子宮頸がん）・Ｈｉｂ感染症（ヒブ）・小児の肺炎球菌感染症の３ワクチンを定
期接種へ追加することなどです。

※小学６年生～高校１年生相当の女子：平成９年４月２日～平成14年４月１日生まれの方
※中学校１年生：平成12年４月２日～平成13年４月１日生まれの方
※標準的な接種年齢を逃した場合、Ｈｉｂ感染症および小児の肺炎球菌感染症にあっては、接種開
　始年齢により接種回数が異なります。詳しくは、保健センターへお問い合わせください。

予防接種法改正の内容

■東予周桑支部
　日　時　６月１日㈯　14時30分～16時30分
　会　場　東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）
　対　象　小学生未満
　内　容　歯磨き教室、歯の健康相談、フッ素塗布
　　　　　※記念品（歯ブラシ）プレゼント
　問合せ　黒河歯科医院
　　　　　TEL 0898－68－7273

１．実施日　　　　　　平成25年４月１日～
２．主な変更内容　　　新たな予防接種の追加（追加される予防接種の対象疾病は次のとおり）

Ｈｉｂ感染症
（ヒブ）

種　　別 対象年齢 接　種　期　間 標準的な接種年齢

小児の肺炎
球菌感染症

ヒトパピローマ
ウイルス感染症
（子宮頸がん）

４週間～８週間 生後２カ月～７カ月
未満で接種開始

中学１年生

生後２カ月～
60カ月未満

小学６年生～
高校１年生
相当の女子

生後２カ月～
60カ月未満

区　分

初　回

初　回

追　加

追　加

サーバリックス
（２価ワクチン）
を接種する場合

ガーダシル
（４価ワクチン）
を接種する場合

初回終了後
７カ月～13カ月

27日以上

初回終了後
60日以上

【２回目】
１回目接種後
１カ月～2.5カ月

【３回目】
１回目接種後
５カ月～12カ月

【２回目】
１回目接種後
１カ月以上

【３回目】
２回目接種後
３カ月以上

生後２カ月～７カ月
未満で接種開始

回数

３回

３回

１回

１回

３回

■西条支部
　日　時　６月２日㈰　９時～11時30分
　会　場　総合福祉センター（もてこい元気館）
　内　容　フッ素塗布、ブラッシング指導、
　　　　　歯周病健診、顕微鏡で見るお口の細菌、
　　　　　咬合力（かむ力）測定、口臭測定
　問合せ　まつまえ歯科医院
　　　　　TEL 0897－58－2234

５月24日㈮

５月20日㈪

カロリー編

丹原保健センター ６月13日㈭

小松保健センター ６月21日㈮

14日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

21日㈫　10：00～11：00　玉津公民館

　毎年５月１日から５月31日までの間に、
赤十字社員増強運動（赤十字募金）が全国
一斉に展開されます。
　この募金は、自然災害などの被災者への
援助物資や見舞金の支給など、さまざまな
事業に活用されています。2011年に発生し
た東日本大震災での赤十字の救護活動も、
皆さまからの募金が原資となりました。
　皆さまの温かいご理解、ご協力をお願いします。

■問合せ　市庁舎別館社会福祉課総務福祉係
　　　　　TEL 0897－52－1288
　　　　　各総合支所市民福祉課
　　　　　福祉係（東予）、市民福祉係（丹原・小松）
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平日夜間の当番病医院　内科は19時から22時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。

１
㈬
２
㈭
７
㈫
８
㈬
９
㈭
10
㈮

15
㈬

14
㈫

13
㈪

11
㈯

16
㈭
17
㈮

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日外　　　科 外　　　科

22
㈬

21
㈫

20
㈪

18
㈯

23
㈭
24
㈮

日 外　　　科

29
㈬

28
㈫

27
㈪

25
㈯

日 外　　　科

休日の当番病医院　９時から18時までは休日夜間急患センター（℡0897－52－2001）をご利用ください。

３
㈮
４
㈯
５
㈰

19
㈰

18時から22時まで 18時から22時まで

日 日内　　　科 外　　　科 内　　　科 外　　　科
12
㈰

６
㈪

26
㈰

新たな津波警報の運用が始まりました
　気象庁では、平成25年３月７日から新たな津波警報の運用を開始しました。
　新しい津波警報では、巨大地震が発生したときに予想される津波の高さを、「巨大」「高い」という分かりやすい
表現に改善しました。
　また、数値で発表する場合の津波の高さの区分についても５段階に整理しました。沿岸部や川沿いにいるときに津
波警報が発表された場合は、たとえ予想が低くても安心せず、必ずその場から離れて安全な場所に避難してください。

30
㈭
31
㈮

大津波警報

予想される津波の高さ
取 る べ き 行 動 想 定 さ れ る 被 害数値での発表

（発表基準）
巨大地震の
場合の表現

予想される津波の高さ
取 る べ き 行 動 想 定 さ れ る 被 害

津波警報

津波注意報

10ｍ超

数値での発表
（発表基準）

巨大地震の
場合の表現

10ｍ以下

５ｍ以下

３ｍ以下

１ｍ以下

巨大

高い

表記しない

○沿岸部や川沿いにいる人は、ただち
　に高台や避難ビルなど安全な場所へ
　避難してください。
○津波は繰り返し襲ってくるので、津
　波警報が解除されるまで安全な場所
　から離れないでください。
○ここなら安心と思わず、より高い場
　所をめざして避難しましょう。

○木造家屋が全壊・流失し、
　人は津波による流れに巻き
　込まれる。

○標高の低い所では津波が襲
　い、浸水被害が発生する。
○人は津波による流れに巻き
　込まれる。

○海の中にいる人は、ただちに海から
　上がり、海岸から離れてください。
○津波注意報が解除されるまで海に入
　ったり、海岸に近づいたりしないで
　ください。

○海の中では人は速い流れに
　巻き込まれる。
○養殖いかだが流失し、小型
　船舶が転覆する。

■問合せ　市庁舎本館危機管理課　危機管理係　　TEL 0897－52－1282
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　　　　　　　　　　　先月の「広報さいじょう４月号」とともに、平成25年度の健康
　　　　　　　　　　カレンダーを皆さんのご家庭にお届けしました。
　　　　　　　　　　　「西条市は、特定健診などの健康診査はもちろんのこと、
　　　　　　　　　　各種がん検診を含めて、全ての健診が県内11市の中で唯一無料の自治体です」
　　　　　　　　　　　それは８年前の合併時の申し合わせにより、「市民の健康づくりを進めるた
　　　　　　　　　　めの事業」として西条市が特に力を注いできた取り組みです。
　　しかし、せっかくの取り組みも十分活かし切れておらず、まだ多くの人が受診していないのが現
　状です。いつまでも健康で豊かな生活を送るためには、日頃から健康に関心を持ち、心身をケアす
　ることが大切です。その第一歩は、自分の身体のことや健康状態をよく知ることから始まります。
　そのためにも、必ず年１回は健診を受けましょう。
　　健診の申し込みは簡単で、市内４カ所の保健センターの窓口に直接お越しいただくか、または電
　話をしていただくだけで結構です。今年度も健康カレンダーのとおり、４月の所定の日から受け付
　けを開始していますので、これまで健診していなかった方も、ぜひお申し込みください。
　　ところで皆さんは、どのような健康法を実践されていますか。毎日熱心にウォーキングをしてい
　る方も多いと思います。私の場合は、それが長続きしていませんが、朝のラジオ体操と乾布まさつ
　（少し古いかも）は何とか続けています。時間をみつけて、少しでも体を動かすようにしたいもの
　です。来たる５月19日には、石鎚山系元気ウォーキング大会（４月号11ページ参照）が予定されて
　います。健康増進のためにご一緒しませんか。初夏の石鎚を楽しみながら、身も心もリフレッシュ
　できればいいですね。市民の皆さん全員で「健康都市　西条」をめざしたいと思います。

キャッチボールキャッチボールキャッチボール 市長コラムvol.004第四球
必ず健診を… 自分のため家族のために！！

■市政だより
　0897ー53ー1500（常時）
■当番病医院
　0897ー58ー2200（常時）

平成25年３月末日現在

住民基本台帳登録数

 (   )内は前月比

人口　114,003 人（－419人）
　男 　54,757 人（－232人）
　女 　59,246 人（－187人）
世帯　 49,372世帯(－27世帯）

■災害情報
　0897ー55ー5551
　（発生時）

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.93　マミジロ（旅鳥）
　全長23.5㎝、ツグミの仲間で、雄は全身が黒く、名前のとお
り白い眉斑が目立ちます。雌は褐色で腹面のうろこ模様が特徴。
鳴き声は「キョロン、ツィー」とさえずります。西条では石鎚
山系の山地の林床で昆虫やミミズを探して食べているところが
見られていますが、個体数は少なく、見つけるのは困難です。
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６/29 18時開場　18時30分開演土
総合文化会館大ホール

老人保健施設いしづち苑（℡0897－53－1155）、
総合文化会館ほかでチケット発売中！

入場料
　1000円（当日1500円）
　※高校生以下無料
　※未就学児の入場はご遠慮ください
出　演
　遠藤郁子（ピアノ）、渡邊あゆみ（語り）

▼

渡
邊
あ
ゆ
み
さ
ん

▼

遠
藤
郁
子
さ
ん

東日本大震災復興支援
　　ピアノと朗読のコンサート

遊藍クラブ（加藤） ℡0897－56－2365

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【５月の休館日】毎週月曜日（６日開館）、１日㈬、７日㈫～10日㈮、14日㈫

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　℡0897－53－5500
月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

日26

展 示 室10：00

エコーおおまち　創立10周年記念演奏会
30 木 遊藍クラブ作品展

～古布で遊び、キルトで語る～　※17時まで 無　料

℡0897－56－3704小ホール エコーおおまち（髙橋）14：00 無　料
（要整理券）

総合文化会館

市教育委員会社会教育課 ℡0897－52－1628

５ 17：15THE ALFEE  Grateful BIRTH Neo Universe 2013

日５
9：30 10：00竹の子　歌謡祭

小ホール

10：00

11：30

無　料

大ホール 無　料

完　売

第42回西条地域春季市民芸術文化祭：芸能祭 12：00
9：30

12：40
10：00 大ホール

℡0897－53－5500金３

竹ダンス（若原） ℡0897－56－6348
竹の子カラオケ会（伊藤） ℡0898－65－5641

大ホール

土18
日19

社交ダンスパーティー 1000円

18：00

12：00
日12

第42回西条地域春季市民芸術文化祭：美術祭
　※18日は17時、19日は16時まで展示

土18
日19

小ホール
展 示 室

13：30

６ ２ 日
〜 〜

℡0898－68－3555

℡0898－68－3555

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【５月の休館日】毎週月曜日（６日開館）、１日㈬、７日㈫～10日㈮、14日㈫

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　℡0898－68－3555

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

丹原文化会館５

西条アートフェスティバル2013　　※15時まで日 駐車場
（雨天時館内） 丹原文化会館

小ホール

ダンススタジオ101　30周年公演

12 9：00

18：00 大ホール

無　料

26 日 吹奏楽クリニック 9：00 9：30 全　館
℡090－1573－0302ダンススタジオ101

日19
西条さくら咲く展2013　　　　　　※17時まで 9：00

500円 ℡0898－68－3555丹原文化会館
18 土

〜 〜
土４

17：30 1000円

無　料
（一部費用必要）

入場料　1000円（当日1500円）※前売りのみ団体割引あり
　　　　※未就学児の入場はご遠慮ください
出　演　中田昌樹（指揮者・ナビゲーター）
　　　　マリアンヌ・デラキャサグランド（メゾ・ソプラノ）
　　　　後田翔平（テノール、西条市出身）
　　　　江澤隆行（ピアノ）　他

日６/20 18時30分開場　19時開演木
総合文化会館小ホール

▼ ▼ ▼

中
田
昌
樹
さ
ん

マ
リ
ア
ン
ヌ
さ
ん

後
田
翔
平
さ
ん

総合文化会館でチケット発売中！

N
o.102
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